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は　じめに

　玉934年に国指定の天然記念物とされた箱根仙石原湿原植物群落は、箱根火山の火口原に発達

した中間ならび低層湿原である。この湿原は台ケ岳の西側の麓部で、ゆるやかな凹状地に発達し

ている。海抜650物前後で、植生学的には照葉樹林帯；ヤブッバキクラス域と夏緑広葉樹林帯；

ブナクラス域の境界付近に位置している。天然記念物指定地区内では、神奈川県下で1ケ所だけ

に自生するオオミズゴケ3助αg鰍駕加伽謡76L．やトキソウが生育している。

　また、天然記念物指定地に隣接して各種の中間湿原植生、低層湿原植生が発達している。広く

森林で被われていたはずの箱根で、広大な開放景観を示している箱根仙石原湿原が発達したのは、

台ケ岳から流れ落ちて伏流し、仙石原湿原域で表出している、水条件が主動要因となっている。

　したがって、泥炭の発達は高層湿原ほど十分ではないが、地下水位が高く、つねに過湿状態で

ある。このような水条件に対応して、ヨシが優卑したカサスゲ群落、オニスゲーゴウソ群落、さ

らに耳目ミズゴケが生育しているマアザミーミズオトギリ群落が発達している。また、県下では

珍しいモウセンゴケ、ムラサキミミカキグサ、タヌキモなどの食虫植物が生育しているコイヌノ

ハナヒゲ群落などがみられる。

　以上の湿原植生は、水位の変動、水質の変化にきわめて敏感である。したがって、最近の周辺

域の開発、とくに仙石原湿原に接して、台ヶ岳の高い位置を横切る県道による湿原環境への直接、

間接の影響は大きい。

　周様に、神奈川県土木部西湘下水道工事事務所が計画し、建設している箱根仙石原周辺下水処

理施設によっても、周辺の湿原の自然環境とくに人為的干渉に敏感な湿原植生の変化が危惧され

てきた。しかし、下水道処理施設の建設に際しては、箱根仙石原湿原周辺の植生調査、植生図化

が行われた（宮脇・藤原他1980）。　同時に下水処理施設の建設、運転開始に際して周辺植生に

直接に、あるいは時間と共にじわじわと影響を与えかねないかが危惧される。幸いにも県土木部

では、下水道工事の着手前から天然記念物指定地区をとり囲むような隣接湿原域に、ほぼ同心円

状の永久方形区Dauerquadrat；permanent　quadratを設置している。1979年から年間4回

あて継続的に現地で精密な永久方形区の植生調査が実施されている。

　屡報は第1報（1980）に引き続き、1980～1982隼の3年間の継続植生調査結果である。過湿、

酸性、貧養というきびしい立地条件下に微妙なバランスをとりながら成立している箱根仙石原湿

原植生の維持・保全のためには、さらに忍耐強い継続調査、測定のafter　assessment；事後環

境影響、評価の実施が強く望まれる。

　現地植生調査の実施にあたり、雨の日も風の日も積極的に御援助、御協力戴いた神奈川県土木

部、とくに西湘下水道工事事務所の皆様に厚くお礼申し上げたい。
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〔1〕1980年度調査報告

　箱根仙石原地区永久方形区の経年継続調査が行なわれた。各対象方形区において、植生調査、

平面図による種の変動調査、断面図による変化が記録された。以下に記録および、各地区の変化

がまとめられている。

　各地区の変化の記録を分析すると、マント群落やススキ群落などの地下水位が低い立地におけ

る植生の構成種の大きな変動はないようである。かえって、中間湿原（雨水、降水でうるおう、

あるいは増水時に水が流れる草原）や、低層湿原の一部で乾生化や種の入れかわりがみられた。

198ユ年度に調査を継続することにより、地下水位との関連がさらに分析可能となる。サワシロ

ギク、チダケサシ、チゴザサ、アゼスゲなどの湿原が、地下水位の変動に対してススキ草原など

の乾生草原よりも敏感に反映するようである。

一調査記録およびまとめ一

　⇔永久方形区番号：SG　501　W4（穫。．5）

　　　群落の特徴：チゴザサ、サワシロギク、アゼスゲの混生した湿生草原

　　　ユ980年度増減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十　一

ウメバチソウ、ハリガネスゲ ウツボグサ

アキノウナギッカミ、ウツボ トコロ

7　月28B ＋9 グサ、アメリカセンダングサ、 一5 ハネゴケ ＋4
コブナグサ、コイヌノハナヒ ヤマアワ

ゲ、Mnium　sp、　Pelia　sp・． アキノキリンソウ

8月25田 ＋2 ウツボグサ、バネ：ゴケ 一1 Mnium　sp． ＋ユ

イボタ、Mnium　sp、ヤマア ノハナショウブ、バネ：ゴケ、

9月25日 ＋7
ワ、コヌカグサ、ホソバシケ

Vダ、コシンジュガヤ
一7
ツボスミレ、ウツボグサ、コ

Iニユリ、トダシバ
0

Lophocalya．　SP． Pelia　sp．

ノハナショウブ クサレダマ、コバギボウシ、

ウメバチソウ、ヘクソカズラ
イボタ、エゾシロネ、ヒメヤ

11月　1　日 ＋1 弓2 プラン、アメリカセンダング 一11
サ、コブナグサ、コヌカグサ

ホソバシケシダ、コシンジュ

ガヤ
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方形区の変化

　湿原植物、とくに花期が美しい中間湿原植物は季節により、一斉に楼死するようである。

ユ1月の減少種11種は湿生種が主である。

2）永久方形嬢番号：SG　502、　W6

　　群落の特微：サワシロギク、チダケサシ、ミゾソバが混生する中間湿原

　　1980年度増減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

7　月28日 ＋6

クサレダマ、サワヒヨドリ、

nリガネスゲ、アカバナ、ツボ
Xミレ、イグサ、アザミ属のユ種　　　　　　一

一2

リンドウ、ネズミガヤ

÷4

8　月25日
0 一目 アザミ属の1種 一1

9　月25日 ＋5
　　　　　　　“^ムラソウ、ヤフマメ、コケオ

gギリ、ヨモギ、ネズミガヤ
一2
ヒメナミキ、アカバナ

＋3

11月　】　日 0 一7

アメリカセンダングサ、ドクダ

~、サワヒヨドリ、ハリガネス

Q、ヤブマメ、コケオトギリ、

?ツM

一7

方形区の変化

　夏季の増減はきわめて少ない。1979年度より湿生種が増加している。

　11月になり7種が9月より減少しているのは湿原が冬季に入ったためであろうと推定さ

れる。

備　　考

　1979年度調査よりヨシの町鳶が減り、チダケサシが少なくなっている。サワシロギク、

ミゾソバが増加している。
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3）永久方形区番号：SG　503、　W　7

　群落の特徴：ススキが優占する草丈1．4～2．5鵠の乾生草原

　　1980年度増減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

7月28日 ＋6

タカトウダイ、ナツノタムラ

¥ウ、　トコロ、　トダシバ、　トボ

Vガラ、サワオトギリ

一4

ワラビ、オトコエシ、ヤマアワ

hクダミ ＋2

8月25日 ＋2
ヤマアワ、ドクダミ

一2
ヒメジョオン、トダシバ、

0

9月25日 ＋6

アシボソ、ツボスミレ、スズメ

mエンドウ、トダシバ、サワシ

鴻Mク
一7

ワレモコウ、トコロ、アキノタ

?ラソウ、テリハノイバラ、ナ

cノタムラソウ、　トボシガラ、

Tワオトギリ

一2

1！月　1　日 ＋1

サワオトギリ

一6

ナワシロイチゴ、　リンドウ、　ド

Nダミ、コブナグサ、アシボソ

Xズメノエンドウ

一5

　多区の変化

　1，ユ979年度より、ススキ草原構成種が増加している。

　2．　9月に湿生種が出現し、乾生種が減少。

　3．1ユ月の減少種は季節による変化。

備　　考

　1979年度みられたワラビ、オトコエシがユ980年度は全く出現していない。
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4）永久方形区番号＝SG　504、恥5

　　群落の特徴：ニシキウツギを中心に、ツルウメモドキ、ノブドウ、サンカクヅル、アカネ

　　　などのツル植物が全面に生育している。マント群落。

　　ユ980年度増減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

トコロ、スギナ、ミゾソバ、ホ オオバコ、オオハナワラビ、イ

7　月28日 ＋8
ソバシケシダ、ヒメシダ、タチ

cボスミレ、ノササゲ、トボシ
一4
ノコズチ、ノビル

＋4

ガラ

オオバコ、オオハナワラビ、コ アメリカセンダングサ、ボント
一一

8　月25日 ÷4 　　　　　　　　　、iスビ、アキノウナギツカミ 一4 クタデ、トボシガラ、ホソバシ 0

　　ーPシダ

9　月25日 十4

アメリカセンダングサ、ボント　　　　　ーークタデ、　トダシバ、ヤブマメ

～4
ヤマアワ、ノアザミ、コナスビ、

Aキノウナギツカミ
0

ヤマアワ、タネツケバナ、ムラ アカネ、タチツボスミレ、アメ

サキケマン？、コナスビ、マメ リカセンダングサ、ボントクタ

11月　1　日 ＋5 ザクラ 一11 デ、ミゾソバ、ノコンギク、ア 一6
オミズ、ハナタデ、ノササゲ、

ヤブマメ、トダシバ

方形区の変化

　ユ．種の増減が数量的にはないが、個体的入れかわりがはげしい。

　2．マント群落下の種が増減しており、草本層が、立地の変化により種の入れかえが起

　　きていると判定される。
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5）永久方形区番弩：SG　505、　Nα3

　群落の特徴：ススキが草丈1．3～1．8恥でおおった草原。

　　　ヨモギが多く混生し、ススキ草原構成種は、ミツバツチグリ、オカトラノオ、トダシバ

　　と少ない。

　　玉980年度増減数

謁査i月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

ヤマアワ、イヌゴマ、オトコヨ ノシバ、ツユクサ、タムラソウ

7月28日 ＋4 モギ、ドクダミ 一8 アシボソ、ツルウメモドキ、ス 一4

イバ、ユウガギク

8　月25日
』＋3 キンエノコロ、ヤブマメ、ツユ

0 ＋3
クサ

ノシバ、メドハギ、ネコハギ、 オカトラノオ

9月　25日 ＋6 ワレモコウ、トコロ、スギゴケ 一1 ＋5

の工種

ヌカボ トコロ、ワレモコウ、メドハギ

11月　ユ　日 ＋1 一7 ネコハギ、ドクダミ、ツユクサ 一6

ノコンギク

方形区の変化

　1979年より玉980年に移った段階で、方形区が多少ずれた。出現種の変化はこの影響が

大きいようである。8月より9月の変化では秋の植物が増加している。9月より1瑚の減

少は、仙石原では植物季節が冬季に入っているものと考えられる。

備　　考

　9月から11月の調査で季節的変動が大きく出ている。10月の調査が次年度は必要である。
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6）永久方形区番号：SG　506、甑4

　群落の特徴1群落高1．5～1．8？πのススキ群落。

　　　テリハノイバラ、ノコンギク、ナワシロイチゴなどマント群落やソデ群落の構成種が混生

　　している。

　　玉980年度増減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

ニシキウツギ、アイバソウ、ヒ ミズタマソウ、ノゲシ、オオア

メシダ、アシボソ、トボシガラ レチノギク

7　月28日 ＋9 ハリガネスゲ、アメリカセンダ 一3 ＋6
ングサ、オトコヘシ、ヒメムカ

シヨモギ

タニタデ、ヨツバムグラ、ミズ ヨシ、タチツボスミレ、イグサ

8　月25日 十4
タマソウ、イボタ

一8
オニタビラコ、コナスビ、アリ

mトウグサ、ツリガネニンジン 一4

アシボソ

　　　　　　ーс}アワ、　トダシバ、　トコロ、 ドクダミ、タニタデ、ミズタマ

スズメノヒエ、タチツボスミレ ソウ、イボタ、ツボスミレ、ハ

9　月　25日 ＋5 一9 リガネスゲ、アメりカセンダン 一4
鴨グサ、オトコヘシ、ヒメムカシ

ヨモギ

イボタ、ヌカボ、オオイヌノフ ヒメシダ、トダシバ、トコロ、

グリ スズメノヒエ、ヘクソカズラ、

11月　ユ　日 ＋3 一11 アキノウナギツカミ、ヤブマメ、 一8
ヨッバムグラ、ヤマノイモ、ユ

ガクサ、ツルウメモドキ

：方形区の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　1．種数は毎月減っているが、混生植物の減少が著しい。1979年度より亙980年度ま

　　でにヨシ、イグサ、ミズタマソウが完全に姿を消した。

　2．乾燥を好む植物が増加している。

　3．ヨモギの被度が月毎に減少している。

備　　考

　湿生植物の減少について、198ユ年度の継続調査での注意点とする。地下水位は下がっ

ている。
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7）永久方形区番号：SGδ07、　W19

　群落の特微：ミゾソバを伴ったヨシ群落

　ユ980年度土曽減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

7月28日 ＋5

ヒメヤブラン、コマユミ、ノイ

oラ、イヌザンショウ、ヘクソ

Jズラ

一5

ハネガヤ、ツボスミレ、ヤエム

Oラ、ナギナタコウジュ、サワ

qヨドリ

0

8　月25日 ＋ユ ツボスミレ 0 ＋1

9月25日 十4
タネツケバナ、ツリフネソウ、

Aリノトウグサ、コケの1種
一1 ノミノフスマ 一3

1ユ月　ユ　日 ＋ユ

ナギナタコウジュ

一5

タネツケバナ、ツボスミレ、イ
kザンショウ、ツリフネソウ、　　　　　、アリノトウグサ 一4

方形区の変化

　③　ユ979年度より1980年度に乾燥化があったた：めか、ヒメヤブラン、ノイバラ、コマ

　　ユミ、イヌザンショウなどの中性立地の植物の侵入がみられた。

　②ヨシの被度はかわらずスギナが量的に減少した。

備　　考

　ユ979年度にハネガ．ヤ、ヤエムグラ、サワヒヨドリが生育していたが、1980年には1

團も出現していない。
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8）永久方形露番号＝SG　508、　W20

　　群落の特徴：ススキが被度4～5と優占する乾生草原

　　1980年度増減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

7　月28日 ＋6

ヒメジョオン、アシボソ、　トボ1シガラ、コナスビ、マメ科の1

增Aヤマヌカボ

一玉

ツボスミレ

＋5

8月25日 ÷ユ
リンドウ

一5
スギナ、ヤハズソウ、アシボソ、

Rナスビ、マメ科の1種
一4

9月25日 ＋3
コウゾリナ、トコロ、ニガナ

一4

ワラビ、　リンドウ、　ヒメトラノ

H、トボシガラ 一1

11月　ユ　日 ＋1 ワラビ 一2
オカトラノオ、　トコロ

～1

　　方形区の変化

　　　全体の種の増減はあるが大きな変化はない。地下水位はきわめて低い立地。

9）永久方形薩番号：SG　509、　W16

　　群落の特徴：シバ草地

　　工980年度増減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 ÷～

7月28日 十4
ヤマヌカボ、ニガナ、コナスビ

潟塔hウ
一】
ヒメジョオン

一ト3

8月25日 ÷1 ヒメジョオン 一2、 ヤマヌカボ、リンドウ 一1

9月25日 →弓
ヤマヌカボ

一3
ワラビ、コナスビ、　ヒメジョオ

一2

1玉月　i　日 0
一4
ヘクソカズラ、スギナ、ヤマヌ

Jボ、コマツナギ
一4

方形区の変化

　量的変化はあまりないが、植物の生育地が方形区内で変わっている。位置を変えて生育

している。
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10）永久方形麩番号lSG510、W15

　　群落の特徴：ヨモギが多いススキ群落

　　　ミツバツチグリ、トダシバ、シバスゲ、ワレモコウなどススキクラスの種を多くもつ典

　　型的ススキ草原。

　　ユ980年度増減数

調査月B 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

7月28日 ＋4
クサレダマ、コマユミ、ツボス

~レ、アメリカセンダングサ
一3
　　　　　、Aリノトウグサ、カナビキソウ、

jガナ
＋エ

8　月25日 ＋ユ
ネズミガヤのi種

一2
クサレダマ、アメリカセンダン

Oサ
一ユ

9月25顕 ＋4
ニガナ、マツムシソウ、ヘクソ

Jズラ、ヤマアワ
一4
ワラビ、オトコヨモギ、ノアザ

~、ツボスミレ
0

1i月　董　日 ＋2

ノアザミ、オトコヨモギ

一6

メドハギ、チダケサシ、コウヤ

純宴r、アキノキリンソウ、サ

純qヨドリ、ヘクソカズラ

一4

方形区の変化

　毎月湿生上が滅少し、乾生種がわずかずつ秋季にふえている。地下水位が1979年度よ

りjg80年度は下がっている。

備　　考

　工98ユ年度の調査で、さらに注意が必要とされる。　乾燥化が進んでいることの追求。
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11）永久方形区番号＝SG　511、W8

　　群落と特徴：サワシロギク、チゴザサ、ハリガ．ネスゲなどの湿生草原

　　玉980年度圭曽減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

7月28日 ＋2

ヌカボ、ヒメジソ

一5

アゼスゲ、ネズミガヤ、コシン

Wュガヤ、ヌマトラノオ、ヤマ

宴bキョウ

一3

8　月25日 ＋3
アゼスゲ、アキノキリンソウ、

Iカトラノオ
一1
ヌカボ

＋2

9月25日 ＋3
ネズミガヤ、サワヒヨドリ、ワ

宴r
一3
キンミズヒキ、ヒメジソ、オカ

gラノオ
0

11月　1　日 0 一7

ホソバシケシダ、アキノキリン

¥ウ、ヤマハギ、　ドクダミ、ヒ

＜iミキ、サワヒヨドリ、ワラ

r

一7

方形区の変化

　湿原としての変化が少ないが、乾生種（アキノキリンソウ、オカトラノオ、ワラビなど）

が出現あるいは消失など変化が大きい。
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12）永久方形区番号：SG　512、　W9

　　群落の特徴1ウツギ、ハコネダケ、アズマネザサなどの低木、ササ類の草原、マント群落。

　　1980年度土曽減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

7月28日 十4
ワレモコウ、クサイ、カセン．ソ

一4
タチツボスミレ、ミヤマタニタ 0

ウ、スギナ デ、ツユクサ、チダケサシ

タチツボスミレ、ノアザミ、オ ワレモコウ、クサイ、アキノウ

8　月25日 ＋3 トギリソウ 一7 ナギツカミ、ドクダミ、サワヒ 一4

ヨドリ、カセンソウ、　トダシバ

ワレモコウ、ミヤマタニタデ、 ヨシ、ヌスビトハギ

9月25日 ＋5 ヤブマメ、ワラビ、ツルウメモ 一2 ＋3

ドキ

ススキ、ヘクソカズラ、スギナ、

シケシダ、コウヤワラビ、タチ

11月　工　日 0 一14
ツボスミレ、ミツバツチグリ、

一ユ4

ノアザミ、カタバミ、ヤブマメ、

ワラビ、オトギリソウ、ツルウ

メモドキ、　ミヤマタニタデ

方形区の変化

　11月に秋季の変化（枯死）が起きただけで、特別な種の変化はないようである。
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霊3）永久方形区番号：SG　513、W10

　　群落の特徴ニフジ、ツルウメモドキ、ヘクソカズラ、スイカズラなどのつる植物のマント

　　　状におおう、マント群落。

　　1980年度増減数

調査月日 増　　　　　　加 減　　　　　少 十一

7月28日 十4

オオナンバンギセル、　トボシガ

堰Aリンドウ、ワレモコウ 一4

ゲンノショウコ、ツリガネニン

Wン、イタドリ、ミツバツチグ 0

8月25日 ÷2
イタドリ、オオハナワラビ

一2
　　　　　　腫Iオナンバンギゼル、トボシガ 0

9　月25日 ＋ユ ツリガネニンジン 一2 イタドリ、　リンドウ 一ユ

11月　ユ　日 0 一3 　　　　　　　“純激cRウ、ヤフマメ、マユミ 一3

方形区の変化

　種数の変化はとくにない。

　1！月には枯死体が多く残っていた。
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〔且〕1981年度調査結果

　箱根仙石原地区永久方形区の経年継続調査が、1979年よりはじめられ1981年度で3年闘行

なわれた。第1年度、第2年度では変動が大きかった種の出現・消失および地下水位の変化も、

第3年度では安定した方形区が多くみられる。種の消長は大部分が季節的消長を示している。

　各対象方形区で行なわれた植生調査（Tab．1～13）、平面図による種の変動調査、断面図によ

る変化の記録より、比較・検討が行なわれた。

　1981年度永久方形区の経年継続調査では以下の結果がまとめられる。

　ユ。SG507地点を除き湿生草原植物群落は乾生植物や帰化植物が滅ってきており、回復して

　　いる。

　2．地下水位はほとんど変化がないが、SG504、505、506、507地点について1980奪、ユ979

　　年と比較し変動があった。

　　a．SG504のニシキウツギ群落やSG505、　SG506のススキ群落、　SG509のシバ群

　　　落などの乾生草原、乾生低木群落の地下水位の変動は例年に比較して高い。毎月種の増加

　　　がみとめられた。

　　b．SG507のミゾソバーヨシ群落は、地下水位が低下している。種の増加もみられる。

　　c。上記5地点のみの地下水の変化は3年間を比較して目だつ現象である。地下水が低い立

　　　地が地下水が高くなり、地下水の高い地域が地下水が低くなる逆現象が起きている。1982

　　　年でどのように変化するかにより原因が究明できるものと考えられる。

　3。ススキ群落中の永久方形区の多くは、種類組成も安定してきている（2の項目以外の方形

　　区）。

　4．方形区全般にみて2の項で示された方形区以外は地下水の変動、種の特殊な消長もなく安

　　定化の傾向を示している。！982年度に調査を継続することにより各方形区の変遷が明確に

　　示されるものと考えられる。
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一調査記録およびまとめ一

（1｝永久方形区番号：50歓W4（No，5）

　　群落の特徴：

　　チゴザサ、サワシロギク、アゼスゲが混生した湿生草原。

　　1981年度増減数：

調査月日 増　　　　　　　加 滅　　　　　　少 十　一　，

（湿生種）　　　　（乾中生種） （湿生種）　　（乾中生種）

ヨシ　　　　　　　ヘクソカズラ 0
クサレダマ　　　　　イボダノキ

コバノギボウシ　　　トダシバ

ウメバチソウ

7月24日 ＋12
アギスミレ

@、Gゾスミレ
＋12

ミズオトギリ

コオニユリ

コブナグサ

8月28a　　　　　…

@　　　　i

÷　2
オトギリソウ

mハラアザミ？
0 ＋2

9月28日 ＋13
イトイヌノハナヒゲニガナ

@　　　　　ヒメジソ？

一2 ミズオトギリ　　　オトギリソウ
＋1

チダケサシ　　　　　タムラソウ

クサレダマ　　　　　スギナ

コバノギボウシ　　　ヘクソカズラ

アシボソ　　　　　　ヒメジソ？

一13 ウメバチソウ 一13

11月12日 0 アギスミレ

　“　　　　　　　　　、

Gソシロ不

コイヌノハナヒゲ

イトイヌノハナヒゲ

方形区の変化：

年間変化：初夏季に湿生植物が一斉に出現し、秋季11月に枯死する。

　　　　　7月、8月は夏季で湿原植物の最盛期。大きな変化はない。

備　考：

’79～81年の継続調査：3年聞の湿生植物の増加が乾生植物の増加を上まわっている。

　　　　　　　　　　　　湿原が回復しっっあることを示す。
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｛2｝永久方形区番号：SG502、W6

　　群落の特徴：

　　サワシ昌盛ク、チダケサシ、ミゾソバが混生する中間湿原

1981年度増減数

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 ＋、一

（混生種）　　　（乾留生種） （湿生種）　（乾中生種）

サワヒヨドリ　　　　ドクダミ 一1 ネズミガヤ ＋5

7月24日 ＋6 ハリガネスゲ　　　　コケオトギリ

ゴウソ　　　　　　　アキノタムラソウ

リンドウ ヤマカモジ ＋2
8月28日 ＋3 ネズミガヤ 一1

ヤブマメ

9月28日 0
一2 ハリガネスゲ　　　　リンドウ 一2

オカトラノオ サワヒヨドり　　　　ツルマメ

コバノギボウシ　　　ドクダミ

11月12日 ＋1 一6
ヤブマメ

一5

ノコンギク

　　方形区の変化：

　　ユ98ユ年の年聞の大きな変化はない。季節的消長がある。

　　備　考：

　　①198エ年度にアメリカセンダングサ（帰化植物）が消失

　　②　1980年に滅少したヨシが1981年に丁度が高くなっている。

　　③1980年9月より1981年度はヒメシダの個体数が減った。

（3｝永久方形区番号：SG503、　W7

　　群落の特徴

　　ススキが優占する草丈L5～2。Omの乾生草原。
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1981年度増減数

調査月日 増　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

（湿生種）　　　　（乾中生種） （湿生種）　　　　（乾中生種）’

コブナグサ　　　　　ナワシロイチゴ 　　噛Rウゾリナ

アシボソ　　　　　　ワレモコウ サワシロギク

アキノタムラソウ ツボスミレ

7月24日 ＋9 ノイバラ 一3 ÷6

ドクダミ

ナツノタムラソウ

フジ

ツボスミレ　　　　　ワラビ ドクダミ

オトコエシ

8月28日 ÷5 ノガリヤス 一1 ＋4

シバスゲ

リンドウ． ワラビ

タチツボスミレ

9月28日 ＋1 一4
ワレモコウ

一3

ツボスミレ

　　　　馳Tワシロギク ホソバシケシダ　　　スギナ

コブナグサ　　　　アキノタムラソウ

11月12日 ＋1 一10
サワオトギリ　　　タカトウダイ

@シボソ　　　　　　ナツノタムラソウ
一9

ノガリヤス

リンドウ

方形区の変化：

1。8～9月にススキクラスの構成種が復元あるいは新出現

2．湿生種の大部分が11月に消失ゆ季節的変化だが1982年の動向注意

備考：

1．1980年に欠けたオトコエシが再現

2．フジ、ノガリヤス、シバスゲが新出現種

3，リンドウ、コウゾリナが1981年に消失

（4）永久方形区番号：SG　504伽5）

　　群落の特徴

　　ニシキウツギを中心にツルウメモドキ、ノブドウ、サンカクヅル、アカネなどのッル植物

　　が全面に生育しているマント群落。
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1981年度増減数：

調査月日 増　　　　　　　加 滅　　　　　　少 十、一

（乾中生種） （湿生種）　　　（乾中生種）

アカネ ワレモコウ

アメリカセンダン スギナ

7月24日 ＋9
グサ

^チツボスミレ
一6

オオバコ

Iオハナワラビ
＋3

　、ー~ゾソバ ムラサキケマン

アオミズ マメザクラ

ノササゲ

カモジグサ

コモチマンネングサ

1
ヌカボ

1　　　　　　　　　　ワレモコウ コブナグサ　　　　タチツボスミレ

t　　　　　ノコンギク カセンソウ　　　　　コウヤワラビ

8月28日 ＋8
i　　　　　　　　　　ノアザミ

一7 タネツケバナ ＋i

ヤブマメ カモジグサ

アカソ コモチマンネングサ

ツユクサ

シロツメクサ

イヌトウバナ

タチツボスミレ ノアザミ

オオハナワラビ ノササゲ

トボシガラ

ムラサキサギゴケ

9月28日 ＋9
ムラサキケマン

nルジオン
一2 ＋7

コモチマンネングサ
P

イヌシデ

アキノタムラソウ

スカシタゴボウ ヒメシダ　　　　　アカネ

ボントクタデ アオミズ　　　　　　トコロ

　　　　「Jモジグサ アメリカセンダン

グサ

ツルマメ

ユユ月12日 ＋3 ＋ユ2 トボシガラ 一9
ヤブマメ

アカソ

ツユクサ

イヌタデ

ムラサキサギゴケ
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方形区の変化：

地下水位がやや高くなっている。

草本層の増加が毎月多く、周辺からの侵入がめだつ。；湿生種がわずかつつ消失している。

備　考：

1980年7月観測点近くに掘り起した跡がありオオバコがぬかれていた。したがって7月

24日の消失種は多いが悶題がある。

（51永久方形匿番毎：§G505（Nα3）

　群落の特微：

　　ススキが草丈1。2～2．2mではん減している草原。

　　ヨモギが多く混生し、本来のススキ草原構成種はミツバツチグリ、オカトラノオ、トダシ

　バ程度がみられるだけ。

　　1981年度圭曽減数：

調査月環 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

（乾中生種） （女中生種）

ノコンギク キンエノコロ

ツユクサ ヌカボ

7月24日 ÷5 ドクダミ 一2 ＋3

メドハギ

ワレモコウ

オカトラノオ ワレモコウ

イヌワラビ

8月28日 ＋6
トコロ

一1 ＋5
ヌカボ

イヌタデ

ヤハズソウ

キンエノコロ イヌワラビ

9月28日 ＋2
Aster　sp．

一4
オトコヨモギ

hクダミ
一2

ヌカボ

ワレモコウ イヌタデ

Hypnum　sp． ヤハズソウ

11月12日 ＋2 一6 トコロ 一4
ヤブマメ

メドハギ

スギナ
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　　方形区の変化：

　　特別な変化はない。

　　全体に構成種が増加している。

　　備　考：

　　地下水位が高くなっている。

　　前年度よりスギナの減少、トダシバ、

（6｝永久方形区番号：SG506

　　群落の特徴：

　　群落高1．6～2．Omのススキ草原。

ミツバツチグリの増加がみとめられる。
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1981年度増減数：

調査月日 増　　　　　　　加 滅　　　　　　少 十　一

（湿生種）　　　（乾中生種） （湿生種）　　（夢中生種）

ヒメシダ　　　　　　　トコロ △（ニシキウツギ）

アシボソ　　　　　ヘクソカズラ ヤハズソウ
ツボスミレ　　　　　　ドクダミ　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　ヤフマメ

岡タチツボスミレ

@　　、@ニガナ
牽9

ヨツバムグラ ヌカボ

7月24日 ÷14 ヤマノイモ 一6 オオイヌノフグリ

オドリコソウ

：コナスビ

アメリカセン

ダングサ

ヒメムカシヨモギ

ヤハズソウ コブナグサ　　　　　トボシガラ

イ コヒルガオ

ニガナ

オトコエシ

8月28日 ＋9 ヌカボ 一3 ＋6
ナツノタムラソウ

ヒメナミキ

コオニーユリ

ノガリヤス

ニシキウツギ スギナ

アキノ ヒメナミキ

ウナギッカミ

　辱~ズタマソウ

9月28日 ÷9 ツルウメモドキ 一一
Q

＋7
トボシガラ

トダシバ

イヌタデ ，

Hypnumsp．

苔類
コブナグサ　　ム（ツルウメモドキ）　　　　　　　△（ニシキウツギ）アシボソ　　　　ヤハズソウ

オドリコソウ　　　　ドクダミ

トボシガラ　　　　ヤマカモジ

オトコエシ　　　　ヤブマメ

11月12日 牽1 一23 ヒメムカシヨモギ　カタバミ 一20
トコロ　　　　　ネコハギ

ヌカボ　　　　　ヤマノイモ

ナツノタムラソウ　イ

コオニユリ　　　　イヌタデ

ノガリヤス　　　　ミズタマソウ
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　　方形区の変化：

　　1．　1980年に毎月減少した程度の数が、1981年は毎月増加している一。

　　2．地下水位がやや高くなり中～乾生種が混生している。

　　備　考：

　　ユ．ユ98ユ年にタチツボスミレ消失、ナツノタムラソウ、コオニユリ、ノかりヤス、コケ

　　　類が新出。

｛7｝永久方形区番号：SG507（Wり9）

　　群落の特徴：

　　ミゾソバを伴ったヨシ群落。

　1981年度増減数：

調査月日 増　　　　　加 減　　　　　少 十一

（湿生種）　　　（乾中生種） （湿生種）　　　（中乾生種）

ツボスミレ　　　　　ノミノフスマ ヘクソカズラ

夕ニタデ

イヌザンシヨウの

7月2帽 ＋7 芽生え 一2 ＋5

トボシガラ

ノブドウ

イネ科の1種

サワヒヨドリ　　　　ヒメヤブラン タニタデ

8月28日 ＋5
ニシキウツギ

Rウヤワラビ
一3

ナギナタコウジュ

mブドウ
＋2

ミツバアケビ

タネツケバナ サワヒヨドリ

9月28日 ＋3 ダイコンソウ 一1 ＋2
ズミ

アオミズ

トボシガラ

11月12日 0 一6
イヌザンショウ

Cネ科の1種
一6

ニシキウツギ

コウヤワラビ

一26一



方形区の変化：

多くの種が周辺より侵入している。

やや乾燥、あるいは富養の傾向にある。

備考：

1981年はヨシ、アカバナの被度の増加、ヘクソカズラの消失。

ノブドウ、イネ科の1種、ニシキウツギ、コウヤワラビ、ミツバアケビの新出がみられる。

9月、11月は地下水位低下。

｛8｝永久方形区番号：SG508（W20）

　　群落の特微

　　ススキが被度4～5と優占する乾生草原。

　　1981年度増減数：

調査月日 増　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

（撮生種）　　　（乾死生種） （乾中生種）

ノハナショウブ　　スギナ ニガナ

ヤハズソウ 　　“Rウソリナ

7月24日 ＋7

オカトラノオ

潟塔hウ
一2 十5

ヒメトラノオ

トボシガラ

8月28日 ＋2
コウゾリナ

Cヌワラビ
一2

スギナ

潟塔hウ
0

コナスビ イヌワラビ

9月28日 ＋4 オオハナワラビ 一1 ＋3
アキノタムラソウ

ニガナ トボシガラ

タチツボスミレ

ノアザミ

ヘクソカズラ

11月12日 ＋1 一10 ヒメトラノオ 一9

ワレモコウ

メドハギ

オカトラノオ

ヤハズソウ
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方形区の変化：

とくに季節的消長以外になし。

備　考：

前年度より比較しワラビ、ヒメシダの被度の滅少がみられる。

ナツノタムラソウ、ミヤコアザミ、ヤマヌカボの燗忌数あるいは民度の増加がみられる。

ススキ草原として安定化の方向にある。

｛9）永久方形区番号：SG509（W9）

　　群落の特徴：

　　シバ草地

1981年土曽減数

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少

（湿生種）　　（町中物種） （湿生種）　　（乾中生種）

ヘクソカズラ

7月24日 ＋5 ヤマヌカボ 0 ＋5
スギナ

コマツナギ

ヨシ

8月28日 ＋2
カリマタガヤ

一1
ヤマヌカボ

牽1
サワヒヨドリ

9月28日 ＋．1 ヌメリグサ 0 ＋1

サワヒヨドリ　　　ヘクソカズラ

ユ1月12日 0 ヌメリグサ　　　　コマツナギ

一5 スギナ 一5

方形区の変化：

湿生種のカリマタガヤ、サワヒヨドリ、ヌメリグサが侵入した。

　　備考：

　　地下水位が、毎年高くなっている。

　　ワラビが1981年には消失。

りO）永久方形区番号：SG　5りO　（W45）

　　群落の特徴：
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ヨモギが多いススキ群落。ミツバツチグリ、トダシバ、シバスゲ＼ワレモコウなどのススキ

クラスの種を多くもつ典型的なススキ草原。

1981年度増減数：

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

（湿生種）　　　（乾中生種） （湿生種）　　　（乾中生種）

クサレダマ　　　　ワラビ ネズミガヤ

チダケサシ　　　メドハギ マツムシソウ

サワヒヨドリ　　　コウヤワラビ

7月24日 ＋10 ウマノアシガタ 一2 十8

アキノキリンソウ

ヘクソカズラ

ノガリヤス

ヒメシダ　　　　　ヒメハギ カナビキソウ

8月28日 ＋5
クララ

gコロ
一3

ウマノアシガタ

mガリヤス
十2

ヤエムグラ

ツボスミレ　　　ネズミガヤ チダケサシ　　　　ワラビ

9月28日 ＋5 リンドウ

kカボ
一6

キンミズヒキ

wクソカズラ
一1

アキノタムラソウ クララ

トコロ

クサレダ∀　　　　ヤマヌカボ

ツボスミレ　　　　メドハギ

サワヒヨドリ　　　オトコエシ

コウヤワラビ

11月12日 0 一12 ネズミガヤ 一12

ヒメハギ

カワラマツバ

コマツナギ

リンドウ

方形区の変化：

季節的種の消長がみられる。

前年度は湿生種が毎月減少したが1981年はこのような現象がみられなかった。ススキ草原

として安定したことが考えられる。

備　考：
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　　　　1，地下水位は前年と類似した変化をみせている。7月のみ低い。

　　　　2．ユ1月調査ではモグラにより4ケ所P．Q．内が翻り返されていた。

qり）　永久方形区番号：SG5耀り　（W8）

　　　　群落の特徴：

　　　　サワシロギク、チゴザサ、ハリガネスゲなどの湿生草原。

　　　　1981年度圭曽減数

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 ・十　一

（湿生種）　　　（乾中生種） （湿生種）　　（乾中一種）

ホソバシケシダ　　キンミズヒキ

アケボノソウ　　　コウヤワラビ

7月24日 ＋7 ヤマハギ
0

＋7

ヒメナミキ

オカトラノオ

8月28日 ÷1 ヤマラッキョウ 0 ＋1

9月28日 一 0 0

（アイバソウ） クサレダマ　　　　キツネアザミ

ホソバシケシダ　　　コウヤワラビ

アキノウナギツカミ　ヤマハギ

11月12日 ＋玉 一10 ネズミガヤ 一9

ヤマラッキョウ

オカトラノオ

ヒメナミキ

方形区の変化＝

大きな変化は一年を通じみられない。アイバソウは隣接地より侵入の気配があるため（）

で示されている。

備　考：

1981年は前年よりサワシロギクの被度が滅り、ヒメシダの被度が増加。

ススキ、ヨシ、ゴウソの被度低下、ノハナショウブ、コブナグサ、ホソバシケシダ、ヤマ

アワ増加。中間湿原の様相を強くもってきた。次年度の比較が必要。
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q2）永久方形区番号：SG5り2（W9）

　　　群落の特徴：

　　　ウツギ、ハコネダケ、アズマネザサが優占する低木、ササ類の草原。湿原のマント群落。

　　1981年度増減数：

調査月日 増　　　　　　　加 滅　　　　　　少 十　一

（湿生種）　　　（乾中生種） （湿生種）　　　（乾中生種）

シケシダ　　　　ヘクソカズラ ノアザミ　　　ヤマカモジ

チダケサシ　　　ヤマアワ

ゴウソ　　　　　　タチツボスミレ

コウヤワラビ

7月24日 ＋14 ミツバツチグリ

カタバミ 一2 ＋12
シオデ

トダシバ

ワラビ

シシウド

ノアザミ アキノウナギツカミ

　　　　　　…

W月28日
；・3

カモメヅル

mヒ1ンレ

一4 タチツボスミレ

gダシバ

一1

シシウド

ツルウメモドキ カモメヅル

9月28日 ＋3 ゼンマイ 一1 ＋2
タニタデ

　　、}ユミ クサレダマ　　　　ワレモコウ

11月12日
牽4 　　　“Nラマコケ

Nサイ
一16
チダケサシ　　　ヨモギ

Sウソ　　　　　　　ノコンギク

オトギリソウ シケシダ　　　　　ヤマノイモ

アシボソ　　　　ヘクソカズラ

カタバミ 12

ドクダミ

シオデ

ゼンマイ

タニタデ

ムツルウメモドキ

方形区の変化：

立地が乾生でササ類がはん茂しているため乾中生種が多く生育している。季節的消長がみ

られるだけで、△の種は晩秋季落葉するため発見が困難だったが、消失することはないと

考えられる種。
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備考：

1980年9、11月以降ススキ、ヨシ、スギナ、ヤマハギ、ヌスビトハギ、タイアザミ、ヤ

マカモジが消失。ヤマアワ、ゴウソ、ワラビ、ヤマラッキョウが新出現。

（耀3）永久方形区番号：SG543（W10）

　　群落の特徴：

　　フジ、ツルウメモドキ、ヘクソカズラ、スイカズラなどのツル植物がベール状におおって

　　いるマント群落。

1981年度土曽減数：

調査月日 土曽　　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

（湿生種）　　　（乾中生種） （湿生種）　　　（乾燥生種）

コウヤワラビ カワラマツバ

7月24日 ＋4
ヤブマメ

Cタドリ
一1 ＋3

マユミ

8月28日 ＋3
ツリフネソウ　　　ヤマアワ

@　　　　　　　タチシオデ
0 ＋3

9月28日 0 一2
ガマズミ

cリガネニンジン
一2

コウヤワラビ

ヤブマメ

1燗12臼 0 一6 イタドリ 一6

タチシオデ

ツリフネソウ　　ムツルウメモドキ

方形区の変化：

湿生種がわずかに増加した。△印木本は落葉して確認できなかった。季節的変化は11月

に強く出ている。

備考：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

1。1981年にカワラマツバが消失、コウヤワラビ、ツリフネソウ、ヤマアワ、タチシオ

　デが出現。周辺の湿原植物が侵入してきたと考えられる。

2．フジ、スイカズラが1980年に比較し1981年は被度増加。低木層の空間をおおうた

　め林床が暗くなり乾燥を防ぎ湿生植物がわずかながら増加したと考えられる。
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〔皿〕　1982年度調査結果

　箱根仙石原地区永久方形区の経年継続調査も、1979年よりはじめられ1982年で4年間を経

過した。永久方形区をつくることにより湿原からは乾生植物が後退し、ススキ草原からは1980

年、1981年の一部の湿生植物の増加を除き減少し安定してきている。また、湿生草原構成種と

乾生草原構成種が混生している植分では4年間では種の不規則な増減がみられ不安定さを示して

いる。4年間の変動については種の消長を基礎に第W章に述べられている。

　1982年度の年間変化は、Tab．1～13、平面図による種の変動調査、断面図による変化の

記録より比較・検討が行なわれた。

　1。SG507の水路の整備による低層湿原の乾性化は、植分の乾性化に伴い年々激しい。対策

　　が必要である。

　2。SG507を除き自然に復元する方形区が多い。とくに湿生草原では、帰化植物や乾生植物

　　が減っている。

　3．地下水位の変化は、SG503は1982年度の4回の差が大きい。　SG505、506、508、

　　509は差が大きい。

　4．湿性地では4年闘で地下水が上がった地点が数ケ所みられる。SG505、509、510、

　　51！。

　5．SG507はユ981年に地下水位が秋季低下したが、1982年に入り増加した。
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　　　　　　　　　　　一調査記録およびまとめ一

㈲　永久方形区番号：SG501

　　群落の特徴：

　　チゴザサ、サワシロギク、アゼスゲが混生した湿生草原。

　　1982年度増減表：

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 ÷、一

チダケサシ　　　　アシボソ イボタノキ

クサレダマ　　　　ウメバチソウ ヤマアワ

7月20日 ＋12
コバノギボウシ　　アギスミレ

@　　　　　　　　　“　　　　　　　　　、^ムラソウ　　　　　エソシ旧聞
一4
ニガナ

kophocolya
牽8

スギナ　　　　　トコロ（乾）

（テリハ）ノイバラ（乾）マユミ（乾）

8月ユ旧 ＋ユ
ヤノネグサ

一2
トコロ

一1
マユミ

コイヌノハナヒゲ

9月1姻 【＋4
ヘクソカズラ

qモゴケ
0 ＋4

苔類

10月5日 0 0

　　方形区の変化：

　　年間変化：夏季（8月）にトコロ、マユミの乾生種が消えた。．9月は季節的にコイヌノハ

　　ナヒゲ＼ヘクソカズラなどが確認された。

　　備　考：

　　地下水位が1981年に上がったが、1982年度は、安定した。ノハナショウブが第3年度

　　以降被度が増え湿性化を示している。

（2｝永久方形区番号：SG502

　　群落の特徴：

　　サワシロギク、チダケサシ、ミゾソバが混生する中問湿原。
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1982年度増減表

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

ツルマメ（乾）　　　アカバナ ハリガネスゲ

サワヒヨドリ　　　　ドクダミ ヤマカモジグサ

7月20日 ＋8
ノコンギク

Rバノギボウシ 一6
ネズミガヤ

^ムラソウ
＋2

ヒメナミキ ゴウソ

リンドウ（乾） オカトラノオ

ネズミガヤ（乾） ヒメナミキ

8月11日 ＋3 ヤマヌカボ（乾）
一1 ＋2

イヌツゲ（乾）

ヤマカモジグサ（乾） リンドウ

9月14日 ＋4
タムラソウ（乾）

Nマヤナギ（乾） 一2
アカバナ

＋2

キク科の1種（乾）

10月5日 ＋2
アカバナ

Aザミ
一2

ドクダミ

с}ヌカボ
0

方形区の変化：

夏季に乾生種が出現している。

多年生植物が増加している。

備　考：

地下水は安定化してきており、乾生種が増加し、第1年度、2年度より3年4年と、乾燥気

味である。（ハリガネスゲの消失、アシボソの被度の減少）

（3｝永久方形区番号：SG503

　　群落の特徴：

　　ススキが優占する草丈L5～2。Omの乾生草原。
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1982年度増減表

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

7月20日 ＋9

ワラビ　　　　　　タカトウダイ

Xギナ　　　　　サワオトギリ

^チツボスミレ　　アオツヅラフジ

純激cRゥ

Vケシダ

Aキノタムラソウ

一2

サワシロギク

Vバスゲ

＋7

8月11日 0 0 0

9月14日 ＋1 トボシガラ 一1 ワラビ 0

10月5日 0 一2
タチツボスミレ

純激cRウ
一2

　　方形区の変化：

　　7月にススキクラスの種が出現し、サワシロギクが消失した。エ98i年iエ月にサワシロ

　　ギクが出現したが、冬季に枯死したのであろう。

　　備　考：

　　湿生種の消失により安定したススキ草原にもどりつつある。

緯｝永久方形区番暑：SG504

　　群落の特徴：

　　ニシキウツギを中心にツルウメモドキ、ノブドウ、サンカクヅル、アカネなどのツル植物

　　が全面に生育しているマント群落。
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1982年度増減表：

調査月日 増　　　　　　　加 滅　　　　　　少 牽　一

アカネ　　カセンソウ（湿） スカシタゴボウ　　　ムラサキケマン

アカソ　　　コウヤワラビ ボントクタデ　　　　シロツメクサ

ヨシ（湿）　ヤブマメ　　　ヒメジソ ナツノハナワラビ　　イヌトウバナ

7月20日 ＋19 トコロ　　　チダケサシ（湿）ニガクサ 一10 ノコンギク　　　　　アキノタムラソウ ÷9
ツルマメ　　アオミズ（湿）イボタノキ ナギナタコウジュ

スギナ（湿）ヒメシダ（湿）イヌツゲ タネツケバナ

オオバコ　　ノササゲ　　　アメリカセ
ダングサ

ボントクタデ ツルマメ

アキノタムラソウ
　　　　　、　　　　　　　　　　　　「

Rモチマン不ングサ

8月11日 ＋6
ムラサキサギゴケ

Vケシダ

一5 ニガクサ

Cボタノキ

＋1

マユミ イヌツゲ

ナツノハナワラビ

ナギナタコウジュ　　ヤマトウバナ 宇目ンソウ

トボシガラ ヒメシダ

9月！4日 ÷7 ムラサキケマン
一3
カモジグナ

＋4
ツユクサ

イボタノキ

コモチマンネングサ

10月5日 ＋ユ ヤブタデ 一1 ヤマアワ
0

方形区の変化：

①出現種がきわめて増加している。湿生種は南側の低地に二二種は木の根元に多い。

②種の増加、消失が多い。

〔5｝永久方形区番号：SG506，

　　群落の特徴：

　　ススキが草丈L2～2．2　mで繁茂している草原。ヨモギが多く混生し、本来のススキ草原

　　構成種は、ミツバツチグリ、オカトラノオ、トダシバなどが生育する程度である。
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1982年度増減表

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 ÷　一

スギナ　　　　　　トコロ キンエノコロ

ノイバラ　　　　　ヌカボ Aster　sp．

7月20日 ＋10
イヌワラビ　　　ヤハズソウ

Iトコヨモギ　　　タチカモジグサ
一2 ＋8

ヤブマメ

ウメバチソウ

8月11日
＋』
P
ノビル

一2
トコロ

一1
ウメバチソウ

イヌタデ ワレモコウ

9月14日 ＋1 一2 　、mビル
一ユ

トコロ イヌゴマ

10月5日 ＋1 一3 　“сtマメ 一2

イヌタデ

　　方’形区の変化：

　　特別な変化はない。

　　備　考：

　　地下水位は上がっている。

⑥　永久方形匿番畢：SGξ506

　　群落の特徴：

　　群落高1．6～2．0狙のススキ草原。
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1982年度増滅表：

調査月日 増　　　　　　　加　　　1 減　　　　　　少 煮、一

スギナ　　　　　アカネ アキノウナギツカミ

ドクダミ　　　　　オドりコソウ ヤマアワ

ヤマカモジグサ　　マメザクラ ニガナ

7月20日 ＋15
　“сtマメ　　　　　トボシガラ

Jタバミ　　　　　　トコロ
一6
トダシバ

jipnum　sp．
牽9

ネコハギ　　　　ヌカボ 苔類

ヤマノイモ　　　　ァシボソ

ツルウメモドキ

ヤハズソウ アオツヅラフジ

8月1旧 ＋3 アキノウナギツカミ 一4
コナスビ

一1

クマヤナギ アシボソ

アカネ

コブナグサ　　　　シシウド ヤハズソウ，

アオツヅラフジ　　ヒメヤブラン 　　　　　噛Aキノウナギツカミ

9月14日 ＋9 コナスビ　　　　アザミ属の1種 一2
＋7

ニガナ

アカネ

マユミ

コブナグサ

ネコハギ

ヒメシダ

10月5日 0 6
ヌカボ

一6

アザミ属の1種

ヒメヤブラン

　　方形区の変化：

　　増加する種が多い。第2年度に、第1年度より増加した種が、第3年度以降わずかに減少

　　し、第4年度に安定したようだが、秋季には、湿生種が減少している。

（「　永久方形区番号lSG507

　　群落の特徴：

　　ミゾソバを伴ったヨシ群落。
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1982年度士冑減表

調査月日　1 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 ＋㍉｝

アオミズ　　　　　　ミズオトギリ ヒメジソ

　　　　　　　　　　　　　ーсGムグラ　　　　イヌツゲ ヒメヤブラン

7月20日 ＋9
ヘクソカズラ　　　　カキ？

Cヌザンショウ
一2 ＋7

ツリフネソウ

ノブドウ

ヒメジソ ノミノフスマ

ヒメヤブラン ヘクソカズラ

8月玉旧 ＋6
コウヤワラビ

Aギスミレ
一3
ヤエムグラ ＋3

ツルウメモドキ

シオデ

9月14日 ＋2
スイカズラ

0 ＋2
マメザクラ

10月5日 0 一1 タネツケバナ 一1

　　方形区の変化：

　　乾生種が急激に増加している。

　　備　考：

　　地下水位は、第3年度に工事後急激に下がったが、第4年度復活している。

（匂　永久秀形区番号：SG508

　　群落の特徴：

　　ススキが丁度4～5と優嚇する乾生草原。
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1982年度増減表：

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 ÷　一

スギナ　　　　　タチツボスミレ ヒメジョオン

ヤハズソウ　　　　ヒメトラノオ ヒメヤブラン

オカトラノオ　　　トボシガラ ヤマアワ

7月20EI ＋13 ワレモコウ　　　　ヤマスズメノヒエ 一5 ヤマヌカボ ＋8
ヘクソカズラ　　　リンドウ オオハナワラビ

ノアザミ　　　　カワラマツバ

サワヒヨドリ

ヒメジョオン ツボスミレ

ヤマヌカボ ニガナ

8月11日 十5 タチカモジグサ 一4 ノハナショウブ ＋1

ヌカボ ヤマスズメノヒエ

ハルジオン

イヌツゲ スギナ

9月14日 ＋4
ヒメヤブラン

mハナショウブ
一3
ワレモコゥ

qメトラノオ
＋1

ノイバラ

10月5日 ＋1
ウマノアシガタ

一2
ヤマヌカボ

kカボ
一1

　　方形区の変化：

　　前年度よりススキ草原構成種が多く増加している。

〔9）永久方形区番毎：SG509

　　群落の特徴

　　シバ草地
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1982年度増減表

調査月日 増　　　　　　　加 滅　　　　　　少 十　一

ワラビ　　　　　イヌザンショウ

ヘクソカズラ

7月20日 ＋7
ヤマヌカボ

Rマツナギ
0 ＋7

テリハノイバラ

ヤハズソウ

イヌツゲ コマツナギ

8月11日 ＋3 マツバイ 一3 テリハノイバラ 0

木本の1種 ヤハズソウ

コマツナギ ヤマヌカボ

トダシバ

9月14日 ＋6 サワヒヨドリ 一王 ＋5
ヌメリグサ

クマヤナギ

ススキ

10月5日 0
一1 コマツナギ 一ユ

　　　方形区の変化：

　　　種の増加が前年度より多く、ススキ草原構成種が増加している。低茎草原より高茎草原へ

　　　のわずかな変化である。

　　　備　考：

　　地下水位は、1982年度は他年度に比較し上がっている。9月に地下水位の変化が大きい

　　　が、サワヒヨドリ、ヌメリグサの湿生種がわずかにみられる。

（40）永久方形区番号：SG　5り○

　　群落の特徴：

　　　ヨモギが多いススキ群落。ミツバツチグリ、　トダシバ、シバスゲ、ワレモコウなどのスス

　　　キクラスの種を多くもつ典型的なススキ草原。
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1982年度増減表

調査月日 増　　　　　　　加 滅　　　　　　少 十　一

ヤマヌカボ　　　　コウヤワラビ ニガナ

クサレダマ　　　　ウマノアシガタ ヤエムグラ

7月20日 ＋12
メドハギ　　　　　ツボスミレ

Iトコエシ　　　　チダケサシ
一3
アキノタムラソウ

＋9

カワラマツバ　　　サワヒヨドリ

コマツナギ　　　　スイカズラ

ネズミガヤ ヒメシダ

ヤマボウシ ヌカボ
一3

8月11日 ÷2 一5 スイカズラ

ウマノアシガタ

チダケサシ

ワラビ ネズミガヤ

ヘクソカズラ

ヌカボ 十5
9月玉4日 ＋6

スイカズラ
一1

ヨツバムグラ

ヤハズソウ

ウマノアシガタ ワラビ

10月5日 ＋4
リンドウ

Aキノタムラソウ 一4
　　　、Nサレダマ

Xミレ
0

ノイバラ ヌカボ

　　方形区の変化：

　　クサレダマ、チダケサシ、サワヒヨドリなどの湿生種が増えているが乾生種の増加も大き

　　い。

　　備　考：

　　地下水位が1982年に10cm平均上がっている。

（11）永久方形区：§G51り

　　群落の特徴：

　　サワシロギク、チゴザサ、ハリガネスゲなどの湿生草原。
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1982年度増減表

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

7月20日 ＋6

クサレダマ

~ヤコアザミ

zソバシケシダ

Rウヤワラビ

с}ハギ

qメナミキ

ζ2

コブナグサ

Iニスゲ

牽4

8月11日 0
0 0

9月14冒 0 0 0

玉0月5日 ＋4

ヒメジョオン

koypholium
Rジャゴケ

ﾛ類

0 ＋4

　　　方形区の変化：

　　　湿生種が増加している。

　　　備　考：

　　　地下水位の著しい増加がある。

（12）永久方形区番号：SG　5窪2

　　　群落の特徴：

　　　ウツギ、ハコネダケ、アズマネザサが優占する低木、ササ類の草原。湿原のマント群落。
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1982年度増減表

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

ヨシ　　　　　　シケシダ クサイ

クサレダマ　　　　カタバミ ノアザミ

ワレモコウ　　　　ヒヨドリバナ オトギリソウ

ヨモギ　　　　　チダケサシ
7月20日 ＋16 ヤマノイモ　　　　ミヤマタニタデ

一3 ＋13

ヘクソカズラ　　　ゴウソ

スギナ　　　　　　　ノイバラ

アシボソ　　　　　コナスビ

ネズミガヤ ヨモギ

8月11日 ＋1 一3 ヒヨドリバナ
一2

ミヤマタニタデ

　　　　、Tワオトギリ マユミ

9月14日 ＋3 クマヤナギ 一1
＋2

コブナグサ

ヨモギ 　、mビル
ツユクサ コナスビ

ユ0月5日 ＋4 ヒメジョオン 一3
ネズミガヤ

＋1

イヌツゲ

方形区の変化：

湿生種、乾一種とも増加した（7月）。

備考：

全体の種数の変化は多くない。

α3）永久方形区番号：SG　13

　　　フジ、ツルウメモドキ、ヘクソカズラ、スイカズラなどのツル植物がベール状におおって

　　　いるマント群落。
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1982年度増減表

調査月日 増　　　　　　　加 減　　　　　　少 十　一

7月20日 ＋4

ヤブマメ

Cタドリ

Nサレダマ

cルウメモドキ

一3

マユミ

Iオハナワラビ

с}アワ
＋ユ

8月11日 ＋2
テンニンソウ

潟塔hウ
一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
Nサレダマ　　　　　　　　　　　！
@　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋1　　　　　　　　　　　　　　　　　i

9月14日 0 0 0

10月5日 ＋1 アプラチャン 0 ＋1

方形区の変化

変化少ない。

備考：

地下水位がわずかに上がっている。

一46一



〔W〕4年間の植生変化および解析

　！．SG501　W4地点

a：1980隼度よりコイヌノハナヒゲ、コブナグサ、ハリガネスゲおよびMuniumやpellia

　　などの苔類が生育している。湿性になったことを示す。

b：ホソバシケシダ、コシンジュガヤ、コヌカグサの1980年にのみの生育は、標本として個

　体を一部採集したためコシンジュガヤが消失したことも考えられる。コヌカグサ、アメリ

　　カセンダングサは立地の安定化により帰化植物の生育が狭まれたことを意味する。

c：1982年にテリハノイバラ、マユミなどが出現したことは立地の安定化が示される。

dこ1981年より出現しているマアザミは、SG501地点の潜在自然植生の構成種である。

　2．SG502　W6地点

a：アメリカセンダングサが1980年度で消失し、かわって、アカバナ、アギスミレ、イ、タ

　　ムラソウが生育しはじめたのは、本来の中間湿原より低層湿原の種が増加し、自然が復元

　　したことを意味する。

b：4二目（1982年度）のヤマヌカボ、イヌツゲ、クマヤナギは一時的乾燥を意味する。

　3．SG503　W7地点

a：永久方形区2年目（1980年）よりトダシバ、トボシガラ、サワオトギリ、ナッノタムラ

　　ソウなどのススキ草原の構成種が復元している。1980年秋季より1981年にかけてはサ

　　ワシロギク、アシボソ、ツボスミレが生育し湿生化がわずかにみられるが1982年度は、

　　消失し、アオツヅラフジ、フジなどが出現し、再び乾生草原が続いている。ドクダミ、コ

　　ブナグサも1981年で消失している。

b：ヒメジョオン、コウゾリナは1980年で消失している。

c：1980年はオミナエシ、ワラビも減少し湿性の年であったことが理解される。

　4．SG504　Nα5地点

a：マント群落中のノビル、チカラシバ、ドクダミ、クサイチゴ、コウゾリナ、ヤマグワ、ウ

　　ツギ、ハキダメギクなどが1979年で消失し、ヒメシダ、ノササゲ、トボシガラ、コナス

　　ビ、ヤブマメ、ムラサキケマンなどが生育し、半陰生の植物が生育するようになった。

b：1982年度はヒメジソ、ニガクサ、イボタノキ、イヌツゲ、シケシダ、マユミ、コモチマ

　　ンネングサなど多年生植物を含んだものが生育し、出現種数52種目多く生育するように

　　なった。

　5．　SG505　Nα3地点

a：1980年よりススキクラスのイヌゴマ、オトコヨモギ、ヤブマメ、ワレモコウなどがスギ

　　ゴケ類（Po圭ytrichum　SP・）ヌカボとともに生育し、ススキ草原の典型植分を形成する・

　　ようになった。1981年度のヤハズソウ、イヌタデの生育、1982年度のタチカモジグサ
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　の生育もススキ草原の典型部に復元していることを示す。

　6．SG506　Na　4地点

a：1980奪、1981年に2～3年目に消失したヨシ、タチツボスミレ、タニタデ、ミズタマ

　ソウは中～湿生種の消失により、ススキ草原化を意味するが、2年目より増加したトボシ

　ガラ、トコロ、ヌカボ、ヤマアワ、トダシバなどが根拠として示される。

　7．SG507　W19地点

a：第1年後1979年に生育したハネガヤ、サワヒヨドリなどが消失し、イヌザンショウ、コ

　マユミ、ノイバラ、ヒメヤブランが第2年度、第3年度にさらにノブドウ、コウヤワラビ、

　　ミツバアケビ、ダイコンソウ、ズミなどの乾生種が、第4年度にさらにスイカズラ、マメ

　ザクラ、ツルウメモドキ、シオデ、カキ、イヌツゲなどが増加し、第1年度の出現種数11

　　～16種の2倍、25～30種に増加している。湿生花園に流れる土管の整備によりSG　507

　地点が乾性化したことを示す。

　8．SG508　晦20地点

a：2年目より、ニガナ、トボシガラ、ヤマヌカボ、コウゾリナが増加、3年目よりノハナ

　　ショウスアキノタムラソウ、コナスビなどが生育し、ヨモギ草原よりススキ草原への移

　行がみられる。

　9．SG509　W16地点

a：シバ草地が永久方形区にされ、周辺の植物が侵入する様が観察される。第1年目のアキ

　ノキリンソウ、タチツボスミレ、メドハギの出現翌年以降の消失、リンドウ、コナスビの2年次

　の出現、消失、第3年忌のサワヒヨドリ、ヨシ、カリマタガヤの侵入は、固結した裸地へ

　　の侵入、わずかに排水が悪いことがうかがえる。第4年次のトダシバ、ススキ、クマヤナ

　　ギ、イヌツゲ、サンショウなどの多年生植物の侵入は、遷移の一環を示す。

b：第1年度よりも第4年度は14～17種、21～26種と出現種数が増加している。

10．SG51Q　W15地点
a：第1年目にカニツリグサ、センブリ、アリノトウグサが生育し、以後消失している。

b：第2年度以降ネズミガヤ、ヘクソカズラ、ヤマアワ、ツボスミレ他、多くの植物が嵐現、

　　あるいは消失して、群落構成種の不安定さを物語っている。

c：SG510地点はススキ草原、湿生草原が混生しており不安定な植分となっているためと考

　　えられる。

11，SG511、　W8地点

a：第1年より生育しているコブナグサ、オニスゲ、アキノウナギツカミ、アキノキリンソウ、

　　ネズミガヤ、ヤマラッキョウが第3年度で消失し、アケボノソウ、アイバソウがかわりに

　　出現している。膏雨スゲの消失は別として、中間湿原としての安定化にむかっていると考

　　えられる。
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12．SG512　W9地点
a：第2年度でヤマカモジ、タイアザミ、ヌスビトハギ、ヤマハギ、ススキが消失している。

b：第3年度で、トダシバ、オトギリソウ、シオデ、ドクダミ、ノアザミ、タチツボスミレ、

　　クサイ、アキノウナギツカミ、ノコンギクが消失。

c：第3年度より、マユミ、ゴウソ、アヤアワ、ノビルなど多年生植物が出現している。

d：マント群落の発達によりススキ草原構成種が消失し、多年生植物が増加したと判定される。

13．SG513　W　10地点

a：ゲンノショウコ、ミツバツチグリ、ドクダミの1年冒での消失、カワラマツバ、ワレモコ

　　ウ、ツリガネニンジンの2～3年目での消失はススキ草原構成種の後退を示す。

b：植物の変化にあまり規則性がみられない。
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 Nr. 7: Ag:ostis
          K-+,

Xas , d:Tot 1thX

3agfiX'(:MMLhi$
  Calamagrostis epigeios
  Ligustrum obtusifolzum
  Plagiochzla sp.
  Solidago virga-aurea var. asiatica
Seit 2. Jahren vorkommende Arten:
  Carex eap"lacea
  Arthraxon hraspidus
  Munium sp.
  Pellia sp.
  Rhynchospora fujiiana
  Lophocolea sp.
  Bidens frondosa
Seit 3. Jahren vorkomrnende Arten:
  Cirsium sxebo!dii

  Ixer±s dentata
Seit 4. Jahren vorkommende Arten:
  Ro$a wichuraiana
  Polygonum nipponense
  Aulaconmiaceae sp.
  Hepatxcum sPP.
Arten der Phragmitetea:
  Eleochari$ wichurae
  Aster rugttlosus
  Carex thunbergix
  rsachne globosa
  Thelypteris pa!ustris
  Saussurea maximowiczii
  Phragrnites australis
  Iris ensata var. spontanea
  Astilbe microphylla
  Lycopus maaekiatttts
  Microstegxum v!rmneum var.
  ?olygonum siebold:z
 "Lystmachia davurica
  Hosta albomarginata
  Viola verecunda var. semilunaxis
  Lycopu$ uniflorus
  Txiadenum japonlcum
  Parnassia palustris
Arten der Miscanthetea sinensis:

polystachurn ?bts"v

  ){iscanthus $inensis
  Sanguisorba officinalis
  ?otentilla freyniana
  Prunella asiatica
  Serratula insuZaria
  Liriope minor
  Arundinel!a hirta
  Hypericum erectum
Begleitex:
  Eguisetum arvense
  Brachypodium sylvaticum var. miserum
  Paederia scandens var. mairei
  Lilium leichtiinU var. tigrinum
  Dioscorea tokoro
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Tab. 2 rk X. ErKX SG5e2 (W6)
       Gesellschaftsdynamik des

twrkmautx
Dauerquadrats (SG502, W6)

Laufende Nr.:
Datum der Aufnahme:

Grundwasser--Tief(cm);
H6he der Krautschicht-1(cm):
Deekung der Krautsehicht-l(%):
H6he der Krautschicht--2(cTn):
Deckung der Krautschicht-2(X):
Artenzahl:

itL$e
gesfiipfiH

tw'f rkit

es)escagImaoas"

gigag]ewtwtw$
gascag2ewoms"
"7ptag2wwgeifi$

±zaieetw

  1
'79

  7
  5
-l2
l40
 30
 40
 80
 25

  2
'79

  7
 l7
-17
l50
 30
 40
 85
 31

  3
'79

  8
 28
-- 21

190
 30
 50
 90
 27

  4
t79

  9
 27
-29
l90
 30
 50
 80
 2S

  5
'79

 IO
 26
-- lo
160
 30
 40
 80
 28

  6
'80

  7
 28
-- 19

200
 40
 95
 98
 33

  7
T80

  8
 25
.- 20
250
 30
 90
 98
 32

  8
T80

  9

 25

 o
l70

 s
 70
 9S

 35

  9
T80
 ll
  l
-l6
160
  5
 50
 40
 28

 IO
t8]

  7
 24
-30
l70
 40
 50
1OO
 33

 ll
'81

  8
 28
-21

l70
 30
 60
 95
 35

 12
'81

  9
 28
-l3
l60
 30
 80
 90
 34

 l3
'81

 ll

 l2
 -9

120
 20
 70
 70
 29

 l4
i82

  7
 20
-22
250
 30
 73
lOO
 31

 l5
'82

  8
 ll
-- 2O
205
 30
 73
lOO
 33

 l6
'82

  9
 14
-14
200
 30
 75
lOO
 36

 l7
t82

 IO
  5
-l8
220
 30
 50
 95
 35

Von 1. bis 3. Jahren vorkonmende Arten:
  Cavex eapUtacea
  Bidens frondosa
  Equ!setum arvense
Seit 2. Jahren vorkormende Arten;
  Viola verecunda var. serrulunaris

  Juncus ef£usus var. decipzens
  Brachypodium sylvaticum var. miserum
  Serratula znsularis
  Muhlenbergia japonica
  Epilobium pyrrieholophuTn
 Amphicarpaea trisperma
  Hypericum laxum
Seit 3. Jahren vorkommende Arten:
  Salvia japonica
  Carex maximowiczii
Seit 4. jahren vorkommende Arten:
  Ilex crenata
  Agrostxs clavata
  Berchemia racemosa
  Chrysanthemum sp,
Arten die ?hragmitetea:
  Phragmites australis
  Astilbe microphylla
  Lycopus maackiantts
 Aster rugulosu$
  Mxcrostegxum vxmzneum var. polystachyum
  Scirpus wichurae
  Thelypteris palustris
  Galium trifidum var. brevipedunculatuTn
  Carex thunbergii
  Saussurea maximowiczii
  ATthyaxon hxspidus
  EZeocharis vifichurae
  Hosta albomarginata
  Lysiuiachia davurica
  Scutellaria dependens
Begleiter:
Polygonum thunbergim
Polygonum sieboldii
Sanguisorba offcinalis
?otentilla freyniana
Salvia lutescens var. intermedia
Aster ageratoides var. ovatus
Gentiana scabra var. buergeri
Rosa atultiflora

  Rubus parvifolius
  Glycine soja
  Houttuyma coydata
  Eupatorium lindleyanum
  Clrslum sp.

Weq1tta)iet AuBerdernje
k; K-+, in l3: Lysimachia

B:Bidentetea tripartiti,

einmal in Lfd.
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Tab. 3 ikPsc EMa SG5e3 (W7) twfk(montX
Gese!lschaftsdynamik des Dauerquadrats (SG503, I"7)

Laufende
Datum der

Nr.:
 Aufnahrne:

Grundwasser-Tief(cm):
H6he der Krautschicht-l(cm):
Deckung der Krautschicht--l(%):
H6he der Krautsehicht-2(cm):
Declcung der 1(rautschicht-2(%):

Artenzahl:

veL#S
twas#nE

teTrktt
ssZs ag ] ee di as "

seJas(agImatgut$
suJ" ag 2 rw di as "

spJasiag2mere?N$

diNBeetw

   I
 i79
   7
   5
-150
  90
  70
  30
  30
  l9

   2
 '79
   1
  17
-ISO
 llO
  80
  40
  30
  22

   3
 '79
   8
  28
-ISO
 ]60
  90
  50
  30
  26

   4
 ,79
   9
  27
-- l50
 210
  80
  bO
  40
  21

   s
 '79
  10
  26
-l60
 210
  80
  50
  40
  24

   6
 '80
   7
  28
-157
 l40
  90
  60
  50
  25

   7
 '80
   8
  25
-- 148

 190
  95
  70
  40
  25

   8
 !80
   9
  25
-l70
 250
  90
  60
  40
  24

   9
 '80
  11
   1
-l73
 220
  8S
  4o
  30
  l9

  IO
 '81
   7
  24
-135
 150
  90
  6e
  30
  2S

  11
 '81

   8
  28
-138
 170
  80
  60
  30
  28

  12
 '81

   9
  28
-l58
 210
  80
  80
  40
  25

  13
 i81
  ll
  !2
-- l6l

 200
  70
  60
  20
  17

  l4
 T82
   7
  20
-135
 160
  90
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Von l. bis 3. Jahren vorkorrErnende Arten:
  Genttana scabra var. buergeri
  Arthraxon hxspidus
  Pxcms japonxca
  Houttuynia cordata
Seit 2. Jahren vorkommende Arten:
 Arundinella hirta

  Hypericum pseudopetiolatuTn
  Festuca parvigluma
  Dioscorea tokoro
  Erxgeron annuus
 Microstegium vinineum var. polystachyum
  Sa'ivia lutescens var. intermedia
  Aster rttgulosus
  Viola verecunda
Seit 3. Jahren vorkoTvrmende Arten:
  Wisteria flonbunda
  Carex hervata
Se±t 4. Jahren vorkorrunende Arten:

 orbiculatus
Miscanthetea sinensis:

[agfiSC]34fik"(7theqLtige

  Cocculus
Arten der
 Miscanthus sinensis
 Lespedeza pilosa
 Hypemcum erectum
  ?otentUla freyniana
  Salvia japonica
  Sanguisorba officinalis

  Patrinia scabiosaefolia
  Euphorbia pekinensis
  Pteridium aquilinum var. Iatiusculurn

lt}slmeSteElezter:

  IJeigela decora
  Eupatorxurn lxndleyanum

  Artemxsia prznceps

  Paederia scandens var. rrtairei

  Thelypteris palustris
  Athyrium japonicum
  Equisetum arven$n
  Rubus parvifolius
  Rosa multiflora
  Calamagrostis arundinacea var.
  Viola grypoceras

  zaif]ava)iut AuBerdemjeeinraalinLfd
  ??71i K--+, in 8r Vicia hirsuta

brachytricha

   U ;J lv"[)

   llP"Y-gNt!r

   ]bV"U7
   ""03":-

   53"lithNs

   trvlfrt"U
   5ts"Dto"J
   hno
   tptb"]ly
   pvrk"v
   trtj)7S(,SVD

  tr7l/DF"0
   tym"1:-b

  7i/"
  ilA"JZtl"

  Pf iS ,S Ni i))"

 xx$9VX03k
  xxT
  *]AF"
  Jt F t!"Uvb
  :- ')jl" ,YfgNN u

  PT736JY7
  7bE]O

  1:-tlD
  gn}bs"l
  7St"

twevlee

  :D"Dip"ss
  ifPt]h"U

  ]Et"

  APVM"S

  tptls"
  btrbS"
  xt"cr
  ivilolif)"
  7iA"S
  7nNXup1
 sfvM"]:-v

2: Lactuca
     K-+.

2#- c# U di lj L f: ifig

3apH,it,)rastLtsee

4ijgs･jfumLttlpt

  . Nr.
XX"pt7IVh"b

K2
K2
K2
K2

Kl

K2
K2
K2
K2
K2
K2
K2
K2
K2

K2
K2

K2

Kl

K2
K2
K2
K2
Kl

KZ
K2
K2
Kl
I(2

l(2

Kl

K2
Kl

K2
Kl

K2
K2
K2
K2
K2
K2
K2
K2

raddeana

+

+

4･4

 +
 +
 +
 +

+･2
(+)

 +

 +

 +
2･2

 +
2･3
+.2
+.2
+.2

 +

var

+

+

5･4
 +
 +
 +
 +

+･2
 +

1･l

l･2

 +

 +
2･2

+.2
2･3
+.2
+･2
1･2

 +
 +
 +

. elata

+
+
1･2

+

fl

5･

 +
 +
 +
 +

 +
 +
 +

+.2
 +
I･2

   tlr
4 5･4

2･2

+

+

+
+

+
c

3･3

 ++
     fl fl

p; :gg

 -- ･ 1･2
 + 3･3
2･3 2･3
 + +･2
 + l.2
1･2 l･2

 ++ +. ++
p?:n"J

+･2
 +
1･2

 +

+

fr

5･4
 +
+.2
 +
 +

 +
fr

 +

   e3･3

+

igl

1･2
3･3
3･3
1･2
1･2
l･2

l

K-+,

+
 +
l･2

+･2
+･2
 +
 +
 +

5･4

 +
+.2
 +
 +
 +
 +

 +

 +
 +
 +

2･2
l･2
2･2
2･2
1･2

 +
+･2
 +

 +

in 3:

+
+
1･2

 +

 +
 +
 +

+･2

tl

5･5
 +
+･2
 +
 +
 +
 +

-t-

 +
 +
+.2
 +

+.2
 +

 +

 fl
 +
 +

S･5
+･2
 +
+･2

 +

+･2 +
 +. "+
l･2 l･2
2･2 ･
 + +.2
2･2 2･2
2･2 1･2
1･2 1･1

 ++l･2 1･2
 +. -
 + +.2
+t2 +･2

Geraniurn

+.2

th

t
t

"
t

5･4

 +
 +e

+.2

 +

 +

 +
  .+･2

+
$
$
$

+

+

+

+

+.2
 +

 +
 +

+

5-5
 +
 +
+.2
 +

 +

 +

 +

 +
+.2

l･2
+･2
l･2

+.2
 +
+.2
 +
 +
 +

thunbergu

+

+.2
 +

 +
 +

 +

+

+

il

5･4

 +
 +
1･2
 il
+.2

 +
 +
 +

 a
 +

+

+

+.2
 +

 +
 +

(+)

+･2

fr

5･4

:
ii!2

:

 ++
 ++
       .1･2 l･2
l･2 1･2
+･2 2･2
       el･2 l･2
l･2 l･2
 + +e
+.2 +.2

 ++ ++ +.
ts")7frlb]

 d+.2

 a
 +

(+)

 +

 fr
4･4
 +
 +
1･2

 +

+

"

e
+"2

+.2
 +
 +

+･2
 +

+

+

5･5
a
 +
 a
1･1

l･2

 +

 +
 +
 +

 +

+

 +

+.2

2･3
2･3

 +
 +
+.2
 +
+.2
 +

K-+,

+
+

+

+

5･5

 +
l･1

l･2

 +

 +
 +"

 +

+-2

 +

Z･2

2･3
l･2
1･2

 +
+.2
 +
+.2

 +

+

+
+

+

+

5･5

 +
l･1

1･2
 f}
 +

 +
 +
 +

+

 +

+.2

2･2
1･2
l･2

 +
+.2
 +
+.2

 +

Dioscorea

 +
 +
+.2

+

+

5･5
 +
l･l

l･2

 +

  e +
 +

+

 ÷

 +

2･2
a
l･l

l･2
 +e

+.2
 +
.f.l2

japonzca



Tab. 4 j}<Pk.tsheR SG5e4 (No5)

      Gesellschaftsdynamllc des

tsrkk£tiStee

Dauerquardrats (SG504, No.5)

Laufende Nr.:
Datum d. Aufnahme:

Grundwasser-Tief:
Hb'he d. Strauehschicht(cm):
Declcung d. Strauchsehicht(%):
g6he d. I<rautschicht (cm):
Deckung d. Kratttsehicht(%):
Artenzahl:

vaLtsg
tw af eg B N

toTrktr
{ec*meoas"
ig7tcewtwint$

gdtsmaomas
gittwaretw$
raK3esig

  1
'79

  7
  s
-86
200
 70
lOO
 70
 35

  2
t79

  7
 17
-87
210
 80
1OO
 70
 36

  3
'79

  8
 28
-50
220
 80
130
 80
 31

 4
'79

 9
27

230
 80
170
 70
 36

  5
s79

 10
 26
-- 96
230
 60
130
 60
 38

  6
'80

  7
 28
-83
240

 70
l40
 80
 42

  7
'80

  8
 25
-82
2SO
 70
150
 80
 42

  8
i80
  9
 25
--93
220
 10
llO
 70
 42

  9
t80

 ll

  1
-90
220
 60
1IO
 40
 36

 10
tsl

  7
 24
-74
290
 60
l40
 uo
 39

 ll
T81

  8
 28
  o
310
 70
140
 85
 39

 12
'81

  9
 28
-72
310
 70
l40
 85
 47

 l3
'81

 ll

 12
-80
280
 60
150
 70
 38

 14
'82

  7
 20
-63
310
 60
160
 70
 47

 15
'82

  8
 ll
-79
310
 65
1SO
 70
 48

 16
'82

  9
 l4
-82
290
 70
150
 70
 52

 17
T82

 10
  5
-80
295
 70
120
 70
 52

Von l. bis 3. jahren vorl<ommende
 Arthraxon hispidus
  Glycine soja
 Aster ageratoides
  Polygonum pubescens
  Cirsium japonicum
 ?olygonum yokusaianum
      . Deutzza crenata
 Galinsoga ciiiata
 Morus bombycis
 Rubus hirsutus
 Allium grayi
Seit 2. Jahren vorkormende Arten:

Arten:1 ij R * cJ 3 mp M g '(: di lt L k ilj

 Lysirnaehia japonica f. subsessilis
  Thelypteris palustris
 Durnasia truncata
 Vtola grypoceras
 Po!ygonum thunbergii
 Elsholtzia ci2iata
 Amphicarpaea trisperma
  Corydalis incisa
 Festuca parvigluma
  Cardamine flexuosa
Seit 3. Jahren vorkommende Arten:
 Boehmeria trtcuspis
 Erigeron philadelphieus
 Salvia japonica
 Agropyron kamoJz
 Sedum bulbiferum
 Cornmelina communis
 Mazus miquelii
 TnfoHum repens
  Cl±nopodium micrantum
Seit 4. Jahren vorkoirmiende Arten:
  Mosla dianthera
  Ligustrum obtusifolium
  Athytum japonicum
  Euonyraus sxeboldxanus
  Phragmites australis
  Astilbe mierophylla
Arten d. Rosetea multiflorae:
Celastrtts orbiculatus

Rosa rnultifiora

Rubus parvifolius
Dzoscorea Japonxca
I"isteria floribunda

  Paederia scandens var. amirei

 Arrtpelopsis brevipeduneulata
 Akebia trifoZiata

  Rubus iUecebrosus
  Dioseerea tokoro

Begleiter:
  Weigela decora

  GeranzuTn thunbergii
  Polygonum euspidatum
  Microstegium virnieum var. polystachyum
  Artemisia princeps
  Nxscanthus sinensis

  Pteridium aquilinum var. Iatiusculum
  Chaenomeles japonica
  Cirsium nipponicum var. incomptum
  Sanguisorba officinalis
  Auge!taa pubescens

  Calamagrostis epigeios
  Rubia akane
  Erzgeren annuus
  Bidens frondosa
  Pilea mongolica
  Onoclea sensibilis var. interrupta
  XnuZa salicina
  Plantago asiatica
  japanobotrychium virglnianum
  Equisetum arvense
  Rorippa islandica
  Athyrium conilti

            AuBerdem je einmal in Lfd
Houttuynia cordata F"PS":- K-+, in 5:
 FS"EiA" K-+'2, in 9: Prunus incisa
crenata {MVtr". K-+,
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Tab . 5 rkP<.fiMX SG505 (No.3) teilXtsntee
   Gesellsehaftsdynamik des Dauerquadrats (SG505, No.3)

Laufende Nr.:
Datum der Aufnahme:

Grundwasser--Tief(cm):
H6he der Krautschicht(crn):
Deekung der Krautsehicht<%):
Deckung der Moosschicht(Z):
Artenzahl:

veLtse
pm as sp fi N

twTzFctt

ecptewdias8
ff igewreut$

pmgtwretwx
thmiettw

   l
 f79
   7
   5
-- l29

 lOO
  98

  l7

   2
 '79
   7
  l7
-l49
 130
  95

  16

   3
 '79
   8
  28
-l26
 l60
  98

  18

   4
 '79
   9
  27
-- t70

 190
  99

  i8

   5
 T79
  IO
  26
-141
 190
  99

  21

   6
 T80
   7
  28
-- 116

 l50
  4S

  19

   7
 '80
   8
  25
-l10
  60
  80

  22

   8
 '80
   9
  25
-IS8
  50
  85

  27

   9
 '80
  11
   1
-- 153

 130
  80

  21

 10
'81

  7
 24
-90
l20
 90

 24

 11
,81

  8
 28
-42
l60
 95

 29

 l2
T81

  9
 Z8
--97
220
 90

 27

 13
t81

 ll
 12
-95
220
 80

 23

 14
'82

  7
 20
--57
150
 95
 10
 31

 IS
t82

  8
 ll

-- 8l

150
 9S
  5
 30

 l6
T82

  9
 14
-36
210
 95
  8
 29

 17
ts2

 10
  5
-89
210
 90

 27
!m ersten Jahr vorlcorrwnende Arten:
  Serratula msularis
Seit 2. Jahren vorkoraniende Arten:
 Lysimachia japontca f. subsewsilis
  Stachys Japonxca var. mtermedia
 Hypericum ereetum
 ?olytricum sp.
 Amphicarpaea trisperma
 Agrostis c2avata var. nukabo
  Sanguisorba offictnalis
 Dtoseorea tokoro
 Houttuyma cordata
  Setaria glauca
 Lespedeza euneata
Seit 3. Jahren vorkommende Arten:
  Kurnrnerovia striata
  Hypnum prumaefolia
  Po!ygonum longisetum
  Aster sp.
Seit 4. Jah=en vorlcommende Arten:
  Rosa rrtultiflora
  Agropyron raeemiferurrt var. japonicum
Arten der Miscanthetea smensxs:
  Miscanthus sinensis
  ArundineHa hirta
  ?otentil!a frayniana
  Lysimachia clethroides

  Zoysia japoni¢a
  Calamagrostis epigezos
Begleiter:
  Artemisia pnneeps
  Engeron annuus
  Bxachypodium sylvaticum
  Onoclea sensib"is var.
  Geranium thunbergii
  Tnfo!xum repens
  Carex leucochlora
  Rhododendron lcaempferi
  Equisetum arvense
  Aster ageratoides var.
  Commelina cormnunis
  Athyrium niponicurn
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Tab . 6 rkP<,"Maf SG506 (No.4) tsrkmentge
   Gesellschaftsdynamik des Dauerquadrats (SG506, No.4)

Laufende Nr.:
Datttm der Aufnahme:

Grundwasser--TieE(cm):
H5he der Vegetation(cm):

Deckung der Vegetation(%):
Artenzahl:

reL$ig
xeasij rs H

thT*tr
ptdias

mant$

thMlgetw

  1
'79

  7
  5
-57

 70
 7S
 18

  2
t79

  7
 l7
-47

lOO
 80
 26

  3
'79

  8
 28
-42

1SO
 90
 37

  4
 t79

  9
 27
--56
(200)

 l30
 95.
 34

  5
T79

 IO
 26
-50

190
 90
 42

  6
'8o

  7
 28
-45

l50
 98
 28

  7
T80

  8
 2S
-39

l70
 98
 44

  8
T80

  y
 25
-61

180
 98
 40

  9
'80

 11
  1

-- 53

180
 90
 32

 IO
T8]

  7
 24
-32

180
1OO
 40

 11
T81

  8
 28
-29

160
lOO
 45

 12
t81

  9
 28
-42

l90

 90
 52

 l3
t81

 11

 12
-50

200
 60
 30

 l4
'82

  7
 20
-- 28

170
1OO
 39

 15
'82

  8
 ll

--55

l95

1OO
 38

 16
ts2

  9
 14
-71

210
lOO
 45

 17
ts2

 10
  5
-50

210
lOO
 39

Von 1. bis 3. Jahren vorkourmende Arten sind: lspEscJ3ijgg'eweqLt:tw
 I"eigela decora
  Circaea rnollis

  Juncus ef£usus var. decipiens
 Viola grypoeeras
 ?hragmites australis
  Ci.rcaea erubescens
  Sonchus oleraceus
 Youngia japonica
 Haloragis micyantha
 Adenophora triphylla var. japonica
Seit 2. Jahren vorl<ommende Arten:
 Thelypteris palustris
 Festuca parvigluma
 Dioscorea tolcoTo
 Viola verecunda
 Lysimachia japontea f. subsessilis
 Agrostis clavata var. nukabo
 Microstegium vimineum var. polystachyum
  Calamagrostis epigeios
 Erigeron canadensis
 Patrinia vtllosa
 Btdens Erondosa
 Arundinella hirta
  Carex capillacea
Seit 3. Jahren vorkonmende Arten:
  Salvia !utescens var. intermedia
 Lilium leichtlinii var. tigrinum
  Calamagrostis arundinacea
 Hypnttm sp.
Seit 4. Jahren vorkommende Arten:

:l$7tYt"
:- x"s?vb
l
sftpMsSx:-v

9il

3[ Ni"
.,J7"P

rr:St"J]
PiLi.,,}sOp"tr

,)UnNt*:;Jil";1

2fi!B.ltCJureqLt:tw

 tptys"
 Nt,"llts"Y

 }]R
 ,YrtI"X:-V

 ])xe"
 xnrk"
 ?IJll"V

 p?pv
 tpt6nir]fT"
 1F l] ii

 pxuntzvg"vp"tt
 5s"bih"
 Alits"XX･tr"

34ot::fiMLt:aj
 triP7S6VVb
 ]1:IV

var. braehytricha .IM"V?X

 Prunus incisa
  Rubia akane
  Berehernia acaceTnosa
  Euonymus sieboldianus
 Angelica pubescens
Arten der Miscanthetea sinensis:
  Miscanthus sLnensxs
  Potentilla freyniana
  ChaGnomeles japonica
  Lysimacpta ciethroides
  Lespedeza piiosa
  Kummeyovia striata
  Ixeris dentata
Beglexter:
 Agrimonia japonica
 Artemisia princeps
  Paederia scandens var. mairei
  Geranium thunbergii
  Aster agerateides var. ovatus
  Astilbe microphylla
  Rosa wichuraiana
  Rubus parvifolius
  Carex leucoch!ora
  Lonieera japonica
  Plantago asiatica
  Eupatoriurn ltndleyanum
  Brachypodium sylvaticum vag. miserttm
  Erxgeron annuus
  Equ:setum arvense
  Oxalis corniculata
  Coccuius orbiculatus
  Amphicarpaea trisperma
  Houttuynia cordata
  Seirpus wichuxae
  Larnium barbatum
  Dxoscorea japonxca
  Arthraxon hispidus
  Celastrus orbiculatus
  Ligustrurn obtusifoltum
  Galium trachyspermum
  Polygonum sieboldii

raMlmna)3ts AuBerdemjeeinmalinLfd,
thunbergii J<J<"S.itm K--+fl, in 9:
K-+, in l2: Polygonum longisetum 'rmsf"

 AfO"7
4 ij fi C: di M L tt $ge

 ?ptg"p;
 ?n7
 p??S F"
 ?l :-

 lilD5"

--$77Xdi$$
 xx"
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    Nr. 4: Cyperus microirta
Verontca persica zllpt)p"V
      K-+, in 13: Hepaticae
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Tab. 7 rkPgJETMg SG507 (W19)

      Gesellsehaftsdynamik des

twdekEtitX

Dauerquadrats (SG507, IC19)

Lattfende Nr.;
Datum d. Aufnahme:

Grundwasser--Tief(cm):
H6he der Krautschicht--l(cm);
Decl<ung der Krautschieht-l(%):
H6he der Krautschicht-2(em):
Declcung der Krautsehicht-2(%):
Deckung d. Moossehicht(%);
Artenzahl:

vaLtse
twaseg fi E

tuTt<{±
ssJescag]ewdiess

eigag]swmaE$
"ascag2ewoass
gigag2wareespt
eeesewmant$

diN3pt#

  1
'79

  7
  5
-14
220
 60
 50
 40

 ll

  2
t79

  7
 l7
-IO
250
 70
 bO
 40

 IS

  3
'79

  6
 28
 --5

Z90
 40
 50
 70

 l6

  4
'79

  9
 Z7
-IO
250
 30
 40
 70

 16

  5
t79

 10
 26
 -8
250
 30
 40
 60

 15

  6
'8o

  7
 28
 --7

220
 50
 60
 bO

 l5

  7
T80

  8
 25
 -9
230
 70
 60
 70

 l6

  8
T80
  9
 25
 -4
230
 50
 50
 70
  3
 19

  y
'80

 ll

  l

 -7
230
 20
  7
 l5
 40
 l5

 IO
i81

  7
 24
-10
240
 tio

 30
 60
 60
 20

 ll
i81

  8
 28
 -9
230
 70
 30
 60
 70
 21

 l2
'81

  9
 28
-4o
240
 40
 40
 40
 85
 24

 13
'81

 ll

 l2
-20
200
 30
 40
 IO
 85
 l8

 l4
ts2

  7
 20
-10
220
 40
 30
 45
 60
 25

 15
ts2

  8
 11

-- lO

210
 40
 30
 60
 60
 28

 16
T82

  9
 14
 --6

220
 30
 30
 50
 60
 30

 17
'82

 10
  5
-- 11

230
 30
 25
 40
 60
 29

Von l. bis 3. Jahren vorkommende Arten:
 Paederia scandens var. mairei
  Stipa extremiorientalis
 Elsholtzia eiliata
  Galium spttrium f. strigosum
 Eupatorium lidleyanum
  Circaea erubescens
Seit 2. Jahren vorkommende Arten:
  Euonymus alatus var. apterus E.

  Rosa multi£lora
  Liriope minor
  Fagara mantchurica
  Eurhynehium sp.
Seit 3. Jahren vorkormende Arten:

I4fi.kt)3ij!fi*T{:uaKLklss

ciliatodentatus

 Akebia trifoliata
  Ceum japonicum
  Malus sieboldii
  Onoclea sensibilis vax. interrupta
 Ainpelopsis brevipedunculata
  Festuca parvigluma
  Oryza satzva sp.
 Weigela decora
Seit 4. Jahren vorkoTrmiende Arten:
  Mospyros kaki
  Uex crenata
  TriadenuTn japonicum
  Impatiens textori
  Viola vereeunda var. semilunaris
  Celastrus orbiculatus
  Smilax riparia var. ussuriensis
  Lomcera Japomca
  Prunus zncxsa
Arten der ?hragmitetea;
  ?hragmites australis
  Galium trifidurn var. brevipedunculatum
Begleiter:
  Equiseturn arvense
  Polygonum thunbergii
  Polygonum pubescens
  Epilobium pyrrieholophum
  Microstegium virnineum var. polystachyurn
  Pilea mongoZica
  Viola verecunda
  Mosla dianthera
  Stellaria alsine var. undulata
  Cardamine flexuosa
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Tab.8 rkOk17neXSG508
     Gesellschaftsdynamik

(W2e) mpfimentee

des Dauerquadrats (SG508, W20)

Laufende Nr.:
Datum der Aufnahme:

Grundwasser-Tief(cTn):
H6he de: Vegetation(cm):
Deckung der Vegetation(%):
Artenzahl:

ikLtse
paas4fiM

tbeTJScdXZ

resas
msIRpt

meqpttw

   1
 t79
   7
   s
-- 180
  80
  98
  24

   2
 t79
   7
  l7
-- 19l

 110
  98
  29

   3
 '79
   8
  28
-l81
 l90
 1OO
  Z8

  4
 '79
  9
  27
-208
 190
  98
  30

   5
 '79
  10
  26
-193
 190
  98
  29

   6
 '60
   7
  28
-182
 140
  98
  34

   7
 '80
   8
  Z5
-l80
 240
  98
  30

  8
 t80

  9
  2b
-- 207
 190
  98
  29

  9
 '8o
  ll
   1
-199
 200
  70
  28

  10
 i81
   7
  24
-199
 140
 lOO
  33

  ll
 '81

   8
  28
-158
 200
 1OO
  33

  12
 !81
   9
  28
-180
 200
 l95
  36

  13
 Tsl
  ll
  12
-190
 210
  90
  27

  14
 '82
   7
  20
-l30
 l90
 lOO
  35

  15
 t82
   8
  H
-l87
 l50
 1OO
  36

  16
 T82
   9
  14
-+ 130
 230
 1OO
  37

  l7
 t82
  IO
   5
-l66
 220
 lOO
  36

Von 1. bis 3. Jahren vorkommende Arten:
  Calamagrostis epigeios
 Lespedeza cttneata
 Mierostegium vimineum var.
  Duchesnea ehrysantha
Seit 2. Jahren vorlcommende Arten:

polystachyum

 Agrostis clavata
  Festuca parvigluma
  Pxcrxs japonica
 Lysimachia japonica
  Ixeris dentata
Seit 3. Jahren vorkommende Arten:
  Ins ensata var. spontanea
  Salvia japonica
 Viola verecttnda
  Sceptridium japonicum
Seit 4. Jahren vosckommendea Arten:
  GaZiurn vernum var. astaticurn
  Agropyron racemiferum var. '
  Agrostis clavata vay. nukabo
  Rosa multiflora
  Ilex crenata
Arten der Miseanthetea sinensis:

n[)Ei?tl)A

japomcum

 Miscanthus sinensis
 Potentilla freyniana
 Lespedeza pilosa
 Saussurea maxirfiowiezit
 Carex leueoehlora
 Chaenomeles japonica
 Pteridium aquilinum var.
 Kummerovxa strzata
 Lysimaehia clethro.ides
 ATttndine!la hirta
  SanguSsorba offiainalis
  Veronica rotundia var. petiolata
Beg!e2ter:
  Artemisia princeps
 Aster ageratoides var. ovatus
  Thelypteris palustris
 Brachypodium sylvaticum var. `
 Salvia lutescens var. intermedia
 Geranium thunbergii
 Paederia scandens var. mairei
 Rubus parvifo2xus
  Cirsium japonicum
 Eupatorium lindleyanum
 Viola grypoeeras
 Muhlenbergia japonica
 Erigeron annuus
 Liviope rninor
 Equxsetttm arvense
  Ranunculus japonicus
  Centiana scabra var. buergeri
 Evlgeron philadelphieus

zzeqIvadiies AuBerdemjeeinmalin
in 8: Dioscoyea tokoro F]g K-+,
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mxserum
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K
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Tab. 9 rkPkhnea SG509 (w16)
       Gesellsehaftscynamik des

egrktsafiitx

Dauerquadrats (SG509, Wl6)

Laufende Nr.:
Daturn der Aufnahme:

Grundwasser-Tief(cTn):
H5he der Krautschicht(cTn>:
Deckung der Krautschicht(%):
Dect<ung der Moosschicht(%):
Areenzahl:

twLase
meljtFRH

±be-FrkIt(cm)

retsas(cm)

mstw$(%)
eegeeptifi$(%)
rkKiXtw

  l
'79

  7
  5
-80
 30
 80
  5
 14

  2
T79

  7
 17
-78
 30
 tio

 IO
 l7

  3
'79

  8
 28
-77
 40
 80
 20
 15

  4
T79

  9
 27
-- 92
 40
 80
 20
 14

  5
'79

 IO
 26
-86
 40
 50
 20
 l3

  6
'80

  7
 28
-70
 l4
 85
 20
 18

  7
'80

  8
 25
--67

 14
 8S
  5
 17

  8
'80

  9
 25
-80
 15
 85
  5
 l5

  9
'80

 11
  1
-- 81

 45
 80
  5
 ll

 IO
t81

  7
 24
-62
 20
 80
  s
 l6

 ]l
'81

  8
 28
-58
 40
 80
  5
 l7

 12
T81

  9
 28
-69
 20
 80
  5
 l8

 13
'81

 11
 12
-75
 40
 70
  5
 l4

 14
'82

  7
 20
--42
 45
 85
  s
 21

 15
'82

  8
 ll

-83
 45
 90
  5
 21

 16
'82

  y
 l4
-52
 28
 90
  s
 26

 17
'82

 10
  5
-69
 l5
 90
  5
 25

Im ersten Jahr vorkomnende Arten:
  Lespedeza cuneata
Seit 2. Jahren vorkomrnende Arten;
  Lystmachia japonica
Seit 3. Jahren vorkommende Arten:
  Phragmites australi.s
  Dimeria ornithopoda var. tenera
  Ettpatorium lindleyanum
  Sacciolepsis indlca var. oryzetorum
Seit 4. Jahren vorl<onmende Arten:
  Fagara mantehurica
  l<eimling d. Baurnes
  Ilex crenata
  Eleocharis yolcoscensis
  Miscanthus sinensis
  ArundineZla hirta
  BereheTnia raceosa
Arten der Miscanthetea sinensts:
  Zoy$ia japoniea
  Chaenomeles japonica
  Sanguiso=ba oEEieinalis
  Polygala japonica
  Swertia japonica
  Scabiosa japonica
  Xxeris dentata
  Xndigofera pseudotinctoria
  Pteridium aquilinum var.
Begleiter:
  Liriope minor
  Rubu$ parvifolius
  ?olytrtehum sp.
  Equzsetum arvense
  ?aederia scandens var. mairei
  Goodyera schlechtendaliana
  Agrostis clavata
  Erxgeron annuus

eeiff@a)itpt AuBerdemjeeinrnalin
scabravar.buergeriU:iB"O K-+,
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 tptP)"5v
 f7ilDIf]"
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 xl"J
 "pvnx"s
 :-p?px"i
 ??lnrk""
 tptb"]Z)

.Nr. 2: Solidago '
14: Rosa wichuraiana
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Tab.10 rkPgJErKX sG519(W15)
       Gesellschaftsdynamllc des

thsitwntN
Dauerquadrats (SC510, W15)

Laufende Nr.:
Datum der Aufnahme:

Grundwasser-Tief(crn):
H6he d. Vegetation(cm):
Deckung d. Vegetation(%):
Artenzahl;
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Von 1. bis 3. Jahren vorkoTfimende Arten;I4NUi)3#llg'eNMLkies
  Agrimonia japonica
  Thesium chinense
  Astilbe microphylla
  Pteridium aquilinum var.
  Ixeris dentata
  Halorais micrantha
  Swertia japonica
  TrisetuTn bifidum
Seit 2. Jahren vorkoinmende

latiusculum

Arten:
  Euonymus sxeboldianus
  Calamagrostis epigeios
  Viola vereeunda
  ?aederia scandens var. mairei
  Muhlenbergia japonica

  Scabiosa japoni¢a
Seit 3. Jahren vorkommende Arten:
  Thelypteris palustris
  Agrostis elavata var. nukabo
  Salvia japoniea
  Gentiana scabra var. buergeri
  Galium'$puriuTn f. strigosum
  Polygala japonica
Seit 4. Jahren vorlcommende Arten:
  Lonicera japonica
  Coynus kousa
  Galiurn trachyspermttm
  Kummerovia striata
Arten der Miseanthetea sinensis:
  Miscanthus sinensis
  Arundtnella hirta

  ?otentUla freyn±ana
  Picris hieracioides var. glabrescens
  Sanguisorba officinalis
  Lespecleza pxlosa
  Carex neTvata
  Patrima scab:osaefoZia
  Cirsium nipponicum var. incomptum
  Saussurea rnaximowiczii
  Patrinla vi!losa
  Viola mandshurica
  Gaiium vernum var. a$iaticum
  rndigofera pseudotinctoria
  Synurus pungens
  Artemisia japonica
  Lespede:･a cuneata
Begleiter:
  Artemisia princeps
  Rubus parvifo!ius
  Geranium thunbergii
  Lysimachia japonica
  Viola grypoceras
  Liriope mmor
  Braehypodium sylvaticum var. mtserum
  Aster ageratoides var. ovatus
  Erigeron annutts
  Agrostis clavata

  Ono¢lea sensibilis var. interrupta
  SoUdago virga-aurea var. asiatica
  Eupatorium lindleyanum
  Lysimachia davurica

  Ranunculus japoni¢us
  Cirsium japonicum

-eqIvaa)ige AuBerdemjeeinmalin
K-+, in ll: Sophora flavescens var.
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Tab .11 i}cP9hMX SG511 (W8) twrtmentX
     Gesellsehaftsdynamik des Dauerquadrats (SG51l, IJ8)

Laufende
Datum der

Nr.:
Aufnahme:

Grundwasser-Tief(cm);

H6he der Krautschicht(crn):
Deckung der Krautsehicht(%):
Deckung der Moosschicht(n);
Artenzahl:

keLtsg
ss as ij fi N

toi zi(tt (cm)

sc)"zrwOas" (cm)
if as wat@tw$ (%)

steseeresu$ (%)
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Von l. bis 3. Jahren vorkommende Arten;
 Arthraxon htspidus
  Carex dickinsii
 Polygonum sieboldii
 Muhlenbergia japoniea
  SoZidago virga-aurea var. asiatica
 Allium thunbergii
  Inula salicina var. asiatica
  Scleria parvula
 Asplenium normale
Seit 2. Jahren vorkommende Arten:
 Lysimaehia clethroides
 Mosla dianthera
Seit 3. Jahren vorkorrrmende Arten:
  Swertla
  Seirpus
Arten der

bimaculata
wichurae
Phragmitetea:

   Phragmites australis
   Aster rugulosus
   Astilbe microphylla
   Carex maximowiczii
   EZeoeharis wiehurae
   Pleioblastus iortunei
   rrls ensata var. spontanea
   Lycopus maael<ianus
   Carex cap"lacea
   Lysirnachia davurica
   Carex thunbergix
   Scutellaria dependens
 Begleiter:
M tsliscanthus sinensis
M Arundinellahirta
   Thelypteri$ palustris
N Sanguisorbaofficinalis
   Microstegzum v:mmeum var.
M ?otentillafreyniana
M Calamagrostis epigeios
M Lespedeza bicolor f. actifoZia
   Onoclea senibilis var. interrupta
   Agrimonia japonica
   Athyriurrt conilii
M Saussurea maximowiczii
   Houttuynia cordata
rkNIpaditw
 AuBerdem je einmal in Lfd. Nr. 2: '
 lindleyanum tt7tYF"Y K--+, Pteridium
 ErigeronannuustptD"ll2V K-+.
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   agui2inum var.

K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K

K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

+.2
(+)

 +
 .

 +
 .

 .

.

.

2･2
3･3

 +
3･3
2･2
1･2
"

 +
2･2
+.2
1･2

 '

2･2
2･2
2･2
I･2
1･2
1･2

+.2
(+)

 +
 +
 +
 +

     .var. mcomptum
latiuscu!um Pi

+
(+)

+
 .

+

1･2

 .

.

.

2･2
4･4
1･2
2･2
2･2
3il3

+#2

1･2

2･2
l･2
+.2
 +

2･2
2･2
2･2
1･2

l･2
l･2
+･2
l･l

 +
+.2
 +
 +
 +

 s･rptr":-

t" K-+a

+.2
(1･2)(

'

+
.

+
.

.

.

.

.

.

.

2･2
 {l
4･4
l･2
i･g

l･2
1･2
1･2

2･2

 +

2･2
2"3

2･2
I･2
2-2
2-2

 .
I･l

 +
+･2
 +
 .

 +

       el･2 1･2
"f',2)("a2)

     "(i)

1

:
 +

.

.

  olf,

x
i･g

212

ik,

1･2
1･2
2･2
+･2
l･l

 +
"l2

 .

K-+,
in 17

    1･2
    +.2
    +.2
(+) .
 .

+. -- th+.+

2･2
3n
1･2
+.2
lx

1･2
 a
 +
2 "2

 +

1･2
2･2
+.2
l･l

+1+2

+

.

.

1･2

4･4
l･2
l･2
2･3

2"
 +
lf･l2

1･2

+.2

 +

2･2
2･2
2･2
 +
l･2
1･2

+.2
l･l

 +
 +
 +
 +
 .

+.2
+･2
 +
.

+
.

.

.

+
+

.

.

  vl･2
4･3

IE

l･2

 +
l･2
i'i>i

 +

;c
"f.'i2

i122

;l?

:

:

+･2
+･2
+f.t
2

+
+

.

.

.

 +
2･2
<+)

+.2
1･2

3･3
 +
1･2
2･3
1-l

2･3
 +

1･2
+･2
1･i

 +
 +
1･2

+

+
+
.

+

+

 d
+.2
+.2
 a+.2
+.2

 .

.

.

.

 +
+"2
 +e

+･2
142
3･3"

 +
l"2
2"3
+"2
2e3

1･2
+.2
 a1･2
 +
"

1･2

+
.

.

-

.

+

l･2
+･2
+･2
+･2
 .

 .

 .

+
.

+

+.2
2.2
+.2
+.2
2･2
2･2
1･l

l･l

1･2
+.2
2･3
 +

+.2
+･2
1･2

 +
l･2
1･2

+.2

 +
 +
 +
1･1

 +
 .

1･2
+ft2

+.2
+.2
 .

 +
 .

+
.

+
.

+.2
2i12

ils･

2;3

:g
?122

liZ

li2,

:
ilS

 .
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Tab.12 ijcPkXMgSG512(W9)
        Gesellsehaftsdynamilc des

tesstwntpa

 Dauerquadrats (SG5l2, W9)

Laufende Nr.:
DatuTn der Aufnahme:

Grundwasser-Tief(cTn):
H5he der Strauchsehieht(em):
Deckung der Strauchschicht(%):
H6he der Krautschicht(em):
Deckung der Krautsehicht(%):
Artenzahl:

ma L ts ag

ssta4 fi ee

±bervFrktt

figJ}(waa)as"

llk1<matstw$

"igmaoas"
ss*watwtw$

MMIau

  1
'79

  7
  5
-20
200
 60
lOO
 70
 31

  2
t79

  7
 l7
-33
200
 80
1OO
 60
 38

  3
'79

  8
 28
-- 17

200
 80
150

 70
 35

  4
i79

  9
 2'1

-S8
170
 60
 yo
 80
 31

  5
'79

 IO
 ?6
-- l4

170
 40
 90
 80
 36

  6
'60

  7
 Z8
-- 37
l80

 60
lOO
 90
 36

  7
i80

  8
 25
-66
180
 50
l20
 Y5
 32

 8
'8o

 9
25

I50

 60
1IO
 85
 33

  9
'80

 ll
  l
-35
l60
 40
 80
 80
 l9

 IO
t81

  7
 24
-36
l80
 60
lOO
 90
 32

 ll
'81

  8
 28
-16
l70
IOO

 60
 20
 30

 l2
'81

  9
 28
-40
180
lOO
 60
 20
 34

 13
'81

 ll

 l2
--24
180
 80
 so
 IO
 20

 l4
Ts2

  7
 20
-- 19

230
 90
 so
 40
 34

 15
i82

  8
 11
-- 18

l46

 90
 50
 30
 32

 l6
i82

  9
 14
-- 13

220
 90
 50
 25
 34

 l7
T82

 10
  s
-32
240
 yo
 50
 20
 35

Von l. bis 3. Jahren vorlcormende Arten:
  Aster ageratoides var. ovatus
  Polygonum sxeboldxx
  Smilax riparia var. ussuriensis
  Houttuynxa cordata
  Cirsium japonicum
  Viola grypoceras
  Hypemcum erectttrn
  Arundinella hirta
  Brachypodium sylvaticum var. miserum
  Clrslum nzpponxcum var. Incompturn
  Miscanthus sinensis
  Lespedeza bicolor f. acutifolia
  Desmodiurn oxyphyl!um
  Eupatorittrn lindleyanum
  Juncus tenuis
  Inula salicina var. asiatica
  Ins ensata var. spontanea
  Amphicarpaea trisperm
Seit 2. Jahren vorkomrrtende Arten:
  Pteridium aquilinurn var.
  Celastrus orbicttlatus
Seit 3. Jahren vorkommende

latiusculum

Arten:
 Astilbe rnicrophylla
 Carex maxirnowiczii
 Caiamagrostis epigeios
 Alliurn grayi
  Selaginella remotifolia var. japoniea
  Euonymus sieboldianus
Seit 4. Jahren vorkoitmaende Arten:
  Rosa multiElora
  Lysimacliia japonica
  Muhlenbergia japonica
  Hypexicum pseudopetiolaturn
  Berehemia racernosa
  Arthraxon hxspidus
Arten der Rosetea multiflorae:
I"isterxa f!oribunda

Deutzxa crenata

  Rubus parvifolius
Begleiter:
  Pleioblastus chino var. vaginatus

  Pleioblastus chino

  Polygonum cuspidatum

  Thelypteris paiustris
  Chaenomeles japonica

  Dmoscorea tokoro

Lysimachia clethroides
Dioseorea japomca
Mxcrostegxum vxmxneurn var.
Onoclea sensibilis var. int.errupta
PotentiZla freyniana
Lonzcera ]aponica
Lysirnaehia davurica
?aederia seandens var. mairei
Athyriurrt japoniettm
Sanguisorba offieinalis
Artemisia princeps
Oxalis corniculata
Phragmites australis
Equisetum arvense
Circaea alpina
Comfneline communis
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Tab .I3 rkJK.JIrMaf SG513 (WIO) te,fi1enutX
     Cesellschaftsdynamik des Dauerquadrats (SG5l3, WIO)

Laufende
Datum der

Nr.:
 Aufnahrne:

Grttndwasser-Tief(cm):
H6he der Strauchschicht(crn):
Declcung der Strauchschicht(%):
H6he der Krautschicht(cm):
Deckung der Krautschicht(%):
Artenzahl:

vaLtse
su as tF B H

thT7Xtt(crn)

fec)kmea)as"(cm)

fxx<rwretwpt(%)
suZscwaa)as"(cm)

ss2KeemaiM$(%)
ruNIpttw

   l
 '79
   7
   5
-206
 200
  60
 lOO
  80
  15

   2
 '79
   7
  17
-205
 200
  70
 l10
  50
  12

   3
 '79
   8
  28
-20S
 240
  80
 180
  70
  l8

   4
 '79
   9
  27
-270
 210
  80
 l50
  70
  l7

   5
 '79
  10
  26
-l53
 210
  60
 150
  70
  l9

   6
 t80
   7
  28
-203
 220
  60
 150
  80
  19

   7
 t80
   8
  25
-- 221

 260
  60
 l60
  80
  l9

   8
 '80
   9
  25
-l98
 240
  60
  70
  70
  18

   9
 '80
  ll
   l
-210
 240
  50
  70
  70
  15

  10
 T81

   7
  24
-214
 230
  50
 l50
  80
  l8

  ll
 '81

   8
  28
-l70
 250
  20
 l70
 1OO
  21

  12
 ,81
   9
  28
-l85
 Z50
  20
 200
  95
  19

  l3
 '81
  11
  12
-IY2
 240
  l5
 210
  85
  l3

  l4
 ts2
   7
  20
-190
 260
  30
 l90
 1OO
  l4

  l5
 ts2
   8
  ll
-181
 250
  30
 190
 lOO
  l5

  l6
 Ts2'

   9
  14
-180
 260
  50
 l50
 lOO
  l5

  l7
 '82
  IO
   5
-190
 260
  50
 l50
 1OO
  l6

Von 1. bis 3. Jahren vorkommende Arten:E # e s cj 3!iiR2-(?urNLt:3ss
Euonymus sieboldianus

  Viburnum dilatatum
  Adenophora triphylla var. '
  Onoelea sensibilis var. '
  GaXium vernum var. asiaticum
  Sangui$orba offieinalis
  Geranium thunbergti
  Potentilla freyniana
Seit 2. Jahren vorkorrimende Arten:

  japomca
lnterrupta

  Seeptridium japonicttm
  Gentiana seabra var. buergerz
Seit 3. Jahren vovl<ommende Arten;
  Calamagrostis epigeios
  Impatiens textori
  Smilax nipponica
Seit 4. Jahren verokommende Arten:
  Leucosceptrum japonicurn

ATten der Rosetea mult±flerae:

?] :-

Deutzia

Wzsteria

Paed eria

Lomcera

crenata

floribunda

scandens var. mairei

japonica

  Rubus parvifoltus
  Amphicarpaea trisperma
lt}gg],fatg]le le t r:

  )Ezseanthus $inensks

Celastrus orbiculatus

Pteridium aquzlmum var.
Chaenomeles japoniea
Thelypteris palustris
Lysimachia clethroides
Polygonum cuspidatum
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